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VI調査結果ErgebRisse　der　Untersuchung

　肱川上・中流域についての現地植生調査が1977～1978年にかけて行われ，アウフナ一三が

得られた。室内における組成表作業により植生単．位が抽出された。さらに現地で植生調査と平行し

て描かれた現存植生図及び潜：在自然植生図は室内で1977年の空中写真を基礎に清書された。1978

年度には植生自然度図が1：50000（未印刷）で描かれ，ついで野村ダム周辺の現存植生図が描か

れた（未印刷）。

1．植生単位Vegetationseinhelten

　肱川上・中流域の植生について，自然植生8群集，12群落，代償植生9群集，4群落，その他植

林2単位がみとめられた。とくに肱川上・中流域の常緑広葉樹林の特徴を把握するため，肱川下

流及び松山市周辺まで含めた愛媛県西部の常緑広葉樹林の植生調査が行われ比較された。

A　自然植生Nat廿rliche　Vegetation

　　　a）常緑広葉樹林Immergrαne　Laubwalder

　　　　1）サカキーコジイ群集

　　　　　　C監eyero－Castanopsietum　cuspidaもae（Tab，3）

　わが国の常緑広葉樹林の中で，スダジイ林とともに，コジィ林は最も代表的な植生単位の一つで

ある。コジイ林は主として，わが国中部地方西南部から近畿，中国，四国地方に分布している。

　優占種であるコジイぱ，直幹性で，比較的密に林立し，高さが20m内外に達する。共存植物に

は高木層にアラカシ，サカキ，ヤブニッケイ，亜高木層にピサカキ，カナメモチ，サカキ，ソヨ

ゴ，ネジキ，低木層に，アセビ，シャシャンボ，ソヨゴなど，草本層にヤブコウジ，ジャノヒゲ，

マルバベニシダなどが特徴的である。このような組成をもつコジイ林は，コジィ，カナメモチ，

シャシャンボ，ソヨゴ，アセビ，シキミなどを標微種または区分種としてサカキーコジイ群集

にまとめられる。

　肱川流域のサカキーコジイ群集は，種の結びつきによって3つの亜群集が記録された。ソヨゴ，

ネジキ，ナナメノキ，イチヤクソウ，タカノツメで区分されるネジキ亜群集，特別な区分種をも

たない典型亜群集およびイズセンリョウ，ジュズネノキで区分されるイズセンリョウ亜群集に下

位区分される。ネジキ亜群集は野村町，城川町，肱川町の海抜100～460m付近の斜面に残されて

いる。典型亜群集は城川町，宇和町の内陸部の傾斜約25～50。の急傾斜地でシラカシ群集移行地に

分布する。典型亜群集はさらにシラカシ変群集及び典型変群集に下位区分される。イズセンリョ

ウ亜群集は大洲市で記録された。山腹より山足部や沖積地に発達するイチイガシ群集の貧化型と

考えられる。

　一般に，サカキーコジイ群集の生育立地は，近畿，中国，四国地方などの降水量の少ない地域
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　　　　　Fig．5　サカキーコジイ群集断面模式
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（雨鍛1500～1600mm）を中心に分布している。反面，温度条件では年平均気温が14～15℃とや

や高い地方にみられる。局地的な土壌条件は，母岩の三崩岩が風化した場合や，古い堆積岩上の

浅い蓑層土上などである。いずれにしても，サカキーコジィ群集の生育立地は悪く，生産性に乏

しい。とくにネジキ亜群集は極端に乾燥した立地となっている。

　肱川流域でのサカキーコジイ群集は社寺林，屋敷林，斜面林などの形態で各地に散在している。

いずれの場合にも隣接群落として，アラカシ萌芽林，コバノミツバツツジーアカマツ群集などの

二次植生を伴なっている。
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　　　Phot．8　肱川上流地域に点在し残されているサカキーコジイ群集。

£inerderwenigennocherhaltener　BestandedesCleyero－Castanopsietumcuspida・
taeam　Oberlauf　des　Hilikawa－Flusses（45Gm　U．　NN）．

　肱川流域におけるサカキーコジイ群集は，近畿，中国地方のサカキーコジイ群集と比較してシ

リブカガシ，タラヨウを高常測度でもつことで特微づけられる。またシラカシ変群集は今までの

既存資料ではみられず，肱川流域がはじめてである。

　　　　2）　シラカシ群集

　　　　　　Quercetum搬yrsinaefoliae（Tab・4）

　シラカシ群集はわが国の常緑広葉樹林域の中ではやや内陸的な丘陵地や盆地などに生育する常

緑広葉樹林の一つである。発達した林分では高さ20～30mに達し，階層構造も分化している。

　シラカシ群集は高木層にシラカシが優翻し，他にアラカシ，ウラジロガシなどのカシ類を伴う。

低木層にはアオキ，シロダモ，ピサカキ，草本層にはヤブラン，テイカカズラなどを生育させて

いる。

　舟戸川流域では海抜約300～630m付近にシラカシが高木層に優饗する林分が多くみられる。城

川町，肱川町，野村町，東宇和郡三滝山に分布する。

　肱川流域ではシラカシ群集はさらにカヤ，カゴノキ，サカキで区分されるカゴノキ亜群集およ

び，特別な区分種をもたない典型亜群集に下位区分される。カゴノキ亜群集は，サカキーコジイ

群集の構成種を一部もった群落で，傾斜30～40．の急傾斜地に分布する。典型亜群集は傾斜25～30．

の斜面にみられる。
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　　　Phot．9　斜面下部やローム質土壌上に発達するシラカシ群集。
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　　　　Phot．10　シラカシ群集の林内相観。
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　　　　　Flg．6　シラカシ群集断面模式
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一般にシラカシ群集の生育立地は沖積地あるいは緩傾斜地で安定し，しかも土壌条件がよく，

カシ林域における他の群集よりも土壌堆積が厚い。したがって土壌状態は適潤である。

肱川流域では，急斜面地に屋敷林として残されているが，このようなシラカシ群集の生育立地

は近畿地方の大阪府犬鳴山にみられる。多くはイロハモミジーケヤキ群集に隣接している。
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　3）ウラジロガシ群落およびアカガシ群落

　　　Qπθrcμ8　sαZεcεπα一Gesel星schaft　und　Qzεθrαε8αc配‘α一Gesellschafも（Tab．5）

　海抜625mの野村町御在所山，あるいは640mの低山地でウラジロガシが丁度2～5と密生す

る樹高15～20mの林分が調査された。御在所山は，石灰岩がところどころ露出する立地だが，夏

緑広葉樹のケヤキを高木層に三度2で混じえた，アラカシ，ウラジロガシ混交林である。高木第

！1藝にはカヤが20m近くに達し生育しているのがみられる。高木第2層にはヤプツバキ，ヤブ

ニッヶイ，ウラジロガシ，シロダモなどの常緑広葉樹が被度高く生育している。低木層は，植被

率70％にも達し，ウラジロガシ，アラカシのカシ類の低木に，ホソバタブ，ヤブニッケイ，シロ

ダモなどのクスノキ科の常緑広葉樹が生育している。草本層にはジャノヒゲ（ヵブダチジャノヒ

ゲを区別していない）が被度2と高く，ヤブソテツ，ナオパノイノモトソウ，ヒメカナワラビな

どの羊歯植物をもっている。これら御所山の山頂部の調i査地の林分に対し，山地斜面の屋敷林

では，高木第1層にウラジロガシが被度5と優凹し，ケヤキやイロハモミジなどの夏緑広葉樹が

混生している，樹高15rnの比較的低い林分である。木本類の種組成は類似しているが，草本層に，

オクマワラビ，キチジョウソウなど，湿性肥沃地指標種を一部もつことが，後者の特微となって

いる。

　このようなウラジロガシを主体とした植物群落は，今回は単にウラジロガシ群落としてまとめ

られた。四国，九州では，亜熱帯性のイスノキ，ホソパタブ，バリバリノキなどを伴うウラジロ

ガシ林がよくみられ，植物社会学的にはイスノキーウラジロガシ群集としてまとめられている。

肱用流域のウラジロガシ群落では，わずかにホソパタブが1回出現するのみで他の特徴となる種

はみられない。構成種の常緑広葉樹，常緑植物は広く日本の常緑広葉樹林一ヤブツバキクラス

ー一ﾉ出現する種である。したがって今回はウラジロガシ群落としてまとめられた。

　肱川地域に近い出石山では，アカガシが高木層に優占した林分が調査された。出石山では樹高

！8mで｝：1親種肥は24種ときわめて少ない，低木層にハイノキが丁度4を占める林分である。一般

に，ミヤマシキミ，ハイノキ，カヤ，サカキを伴うこのような林分では，モミ，アセビが生育し

コガクウツギ，イヌガシなどを区分種，ハイノキ，モミを標徴種として，コガクウツギーモミ群

集にまとめられる。ここではモミ，アセビを欠いており，相観的にもアカガシが優占しているの

で，アカガシ群落としてまとめられた。

　肱川流域の，海抜640m付近（400～650m）は，現在自然植生はほとんど残されていない。その

大部分はスギ，ヒノキ植林におきかえられている（現存植生図参照）。

　本来は，海抜400～750m付近まではこのようなウラジロガシ群落やアカガシ群落が発達してい

たものと考察される。種組成的には，さらに同様な植生調査資料を得た上で検討したい。
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　　　　4）ルリミノキーイチイガシ群集

　　　　　LasiaRtho一司Quercet幽幽gilvae（「翌ab．6）

　大洲市大洲八幡神社の社叢には，高木層にイチイガシが被度3～4と優議した林分が残されて

いる。野村町坂石神社には，スダジイ，カゴノキ，イスノキを伴ったイチイガシ林の社叢林がみ

られる。このような林分はイチイガシ，ルリミノキ，カンザブロウノキを標野種および区分種と

して，ルリミノキーイチイガシ群集にまとめられる。

　ルリミノキーイチイガシ群集は，四国，九州の内陸部の丘陵下部や沖積地に分布している。肱

川流域では東部の沖積地や丘陵地斜面下部など，現在スギ，ヒノキ植林，あるいはモウソウチク

林に利用されている立地，畑耕作が行われている立地が潜在自然植生域と考えられる。周辺部で

は大洲市を中心とする地域もルリミノキーイチイガシ群集域にまとめられる。ルリミノキーイ

チイガシ群集はさらに紀伊半島まで分布がみられる。

Phot，11、大洲八幡に残されているイチイガシ林。

αθ箔α4s　8漉砕Wald　am　ShintQ－Schrein　Ozuhachiman．
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Phot．13　イチイガシの林冠。　Krone　von　Q％6γ6欝g蜘α．
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　　　　5）　ヤブコウジースダジイ群集

　　　　　　Ardis圭。－Castanopsietum　sieboldii（？ab．7）

　愛媛県双海町で，スダジイが優遅し，特別な標徴種および区分種をもたない林分が調査された。

関東地方や東北地方南部，あるいは九州北部や瀬戸内気牒下の国東半島などに同様な林分がみら

れる。

　このようなスダジイが優賊した特別な標徴種および区分種をもたない林分は，ヤブコウジース

ダジイ群集としてまとめられる。

　双海町上灘三島神社には，樹高18mで，高木第1層にスダジイが優占し，ヒメユズリ・・，モッコ

クが生育している。高木第2層には，ヤブツバキ，スダジイが被度1～2と高く，タイミンタチ

バナと混生してみられる。低木層は，ヤブツバキ，スダジイ，タイミンタチバナ，ヒメユズリ

ハ，ヤブニッケイ，カクレミノ，マンリョウ，アオキなど常緑広葉樹でおおわれている。林床は，

サルトリイバラ，ミゾシダなど人為的影響に伴い侵入した植物もみられるが，他はテイカカズラ，

ベニシダ，カブダチジャノヒゲ，シュロ，オオイタチシダ，シュンラン，ヤブコウジ，ヤブラ

ン，ツワブキ，キヅタ，イタビカズラ，オニヤブソテツなど常緑植物が生育している。

　　　　6）　ボルトノキ群落

　　　　　　EJαeocαη⊃配s　sμoεs亡rεs　var．επ加だ。肱s－Gesellschaft　（Tab．8）

　松山市の沖積地の神社祖叢林には，ホルトノキが高木層に優劃している林分がきわめて多く残

存している。スダジイ，タブノキなどを高木第1層に欠き，ホルトノキ，クロガネモチ，クスノ

キなどが高常三度で被度3～5と高く生育している。

　このような林分は瀬戸内気候下の，夏季の降水量：が少ない地域で，タブノキ林に代わって，発

達している適潤地生の群落である。四国瀬戸内海沿岸部の沖積地より，紀伊半島紀ノ川沿いまでみ

られる。また瀬戸内海上の島々の沖積地にも残存林が残されている。

b）夏緑広葉樹林SommergrUne　Laubwalder

　i）ケヤキ林ZeZんooαsθrrαfα一W磁er（Tab．9）

　　　　7）　ウラジ日ウツギーケヤキ群落

　　　　　　1）8配セ’α〃～ακε〃30躍’03’αηα一Z診」ん0ρα8θηrα孟α一GeseI】schaft

　山地の渓谷部に夏緑広葉樹林が発達する。高木層は13mから26mに及びケヤキ，オニグル

ミが優等し，トチノキ，エゾエノキ，カツラ，ユクノキ，ミズキ，ケンポナシ，コナラ，カナク

ギノキなどの高木夏緑広葉樹を低被度で混生している。低木層ではアプラチャンがいずれの調

査区でも，もっとも植被率が高く，その他にミヤマハハソ，ウラジロウツギ，チドリノキ，イヌ

ガヤなどの常在度が高い。草本層ではラショウモンカズラ，シコクアザミ，ツヤナシイノデ，モ

ミジガサ，フタバアオイ，ジュウモンジシダ，ヤマアイなど多くの多年生草本植物，羊歯植物が
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生育し，常在度，植被率共に高く水分条件に恵まれていることを示している。

　このウラジロウツギーケヤキ群落は低地に発達するケヤキの優占する渓谷林のイロハモミジ

＿ケヤキ群集（次項参照）とはウラジロウツギ，アプラチャン，シコクァザミ，ミャマハハソ，

塑ショウモンカズラ，ツヤナシイノデ，チドリノキ，モミジカラスウリ，モミジガサ，ハガクレ

ッサフネ，フタバアオイ，クルマムグラ，キヨタキシダなど多くの山群で区分される。高度的に

はイβ・・モミジーケヤキ群集が低地から770mまで低山地に，このウラジロウツギーケヤキ群落

は780mから1，050mの山地で分；布が認められた。標高1，100m以上の山地ではヒカゲミッパ

ーサワグルミ群落に置きかわっている。

　ブナクラス域下部の渓谷林であるケヤキ林ばいくつかの群集，群落が知られケヤキ群団（宮脇

他！978）としてまとめられている。このウラジロウツギーケヤキ群落はこのケヤキ群団の証徴種

であるイヌワラビ，ヤマブキ，トラノオシダ等を欠き，むしろツヤナシイノデ，ミゾシダ，ジュ

ゥモンジシダ等を多数混生することからサワグルミ群団に含められるべきであろう。

　　　　8）　イ心入モミジーケヤキ群集

　　　　　　Acer二一Zelkovet瓢m

　低地の渓畔斜面に発達する高木夏縁広葉樹林は高木層が12～28mにも及ぶケヤキ，ミズキ，イ

1・ハモミジ，ケンポナシ，エノキ，エゾエノキ，クマノミズキ，エンコウカエデ，ムクノキ，イ

ヌシデ，アキニレなどの多くの夏緑広葉樹によって構成される他，カゴノキ，ヤブニッケイな

どの常緑広葉樹を小被度で混生することがある。亜高木層は6～14m高で平均植被率50％（30

～90％）と比較的高く，アラカシ，シュロ，イヌガヤ，シロダモ，ヤブツバキなどほとんど常緑

広葉樹によって占められている。低木層も3～41nの高さで平均植被率40％（20～75％）でネ

ズミモチ，アラカシ，ナンテン，ヤブニッケイ，ピサカキ，ホソバタブ，シロダモ，アオキなど

の常緑広葉樹がやはり高い常在度と植被率で生育している。またイヌビワ，ハマクサギ，イボ

タノキ，コマユミなどの夏緑広葉樹も小七度で混生している。草：本誌においてもジャノヒゲ，

テイカカズラ，ヤブコウジ，ヤブソテツなどの常緑性の種群が高常在度で生育し，夏緑性の草

本植物では隔心ハンデ，コチヂミザサなど低被度で生育するのみである。一圓出現種数を除く全

乏1：睨種数のうち常緑性の種紙は35％に及び，とくに亜高木層以下では常緑性の種群の植被率が高

いのが特徴である。

　この肱川流域の山地で発達するウラジロウツギーケヤキ群落とはイロハモミジ，コマユミ，イ

ヌビワ，ハマクサギ，クマノミズキ，オオハンゲ，カマツカ，ヤマコウバシ，イボタノキなどの

多くの夏緑性木本植物の他，ネズミモチ，ジャノヒゲ，ナワシログミ，テイカカズラ，アラカシ，

ヤブコウジ，シュロ，ナンテンなど多くの常緑三種群によって区分される。さらにシロダモ，ヤ

ブツバキなどの常緑性木本植物の常在度，植被率がとくに高いことなどで明らかに区分される。

また高度的には約780mを境にして低地に分布している（Fig．7参照）。

このように，この肱川流域におけるイロハモミジーケヤキ群集においても高木層はケヤキ，イ
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ロハモミジ，ミズキ，エノキなどの夏緑広葉樹類によって占められるが，亜高木層以下はむしろ

常緑性の植物種群の植被率が高く，ヤブツパキクラスの標徴種群を多数混生することから，ヤブ

ッバキクラスに含めまとめられている。しかし，このヤブッバキクラスの標徴種群（常緑性種群）

の混生の割合も，標高の差，土地条件の差で程度問題であることもある。即ち常緑性種群の混

生，植被率がきわめて低い場合があり，むしろケヤキ群団（宮脇他1978）に含めまとめられるべ

き植分も観察される。今後多くの調査資料から明確な所属の決定が望まれる。

　イロハモミジーケヤキ群集はここでは以下の2亜群集にまとめられた。

　　　　　i）エゾエノキ亜群集

　エゾエノキ，ガマズミ，ヤマイタチシダ，アカメガシワ，ネムノキ，サルトリイバラ，オトコ

エシ，スイカズラ，ナガバタチツボスミレ，ホシダ，ツユクサ，スズメウリなど多くの主に夏

緑性種群によって区分される。

　調査区番号8を除いては，比較的標高の高い700m前後の山地に見られ，ウラジロウツギをも

低木層に混生し，常緑性種群の植被率の低い十分である。平均出現種数も62種ともっとも多い。

　　　　　ii）カゴノキ亜群集

　カゴノキ，ヤブニッケイ，カヤ，ヤブソテツ，ピサカキ，ホソバタブ，ナツヅタなどほとんど

常緑性の種群によって区分され，標高（700）600磁以下の低地に分布し，亜高木層以下は常緑性

種群，とくにカゴノキ，アラカシ，シロダモの植被率が高い。

Spuriopimpinella　nikoensis・

　P亡erocarya　rhoifolia・GeseH・

　　　　　　　schaft

　　ヒカゲミツバーサワグルミ群落

Deutzia　maximowicziana．

Zelkova　serrata－Gese艮sc｝1aft

　ウラジロウツギーケヤキ群落

1100m

780m

イ二一モミジーケヤキ群集Aceri－Zelkoveturn

Fig．7　肱川流域の渓谷林の垂直分布

Schematische　Darstellung　der　vertikalen　Ver・

teilung　von　Bergschlucht－Waldgesellschaften

im　No瓶ura略ebiet．
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　　　li）ブナ林施餌s　crεπαオα一W琶lder（7ab・10）

　　　　9）ニシノヤマタイミンガサーブナ群落

　　　　　　0α0α」εα〃α加6εεvar．　OCCεdeπオαZεS－Fασμs　crθπαfα’Geselischaft

　棄字和郡野村町の東端，高知県との県下に四国カルストの一つである大野ケ原（標高約1，200

～1，400m）がある。この大野ケ原一帯は現在牧草地として高原～帯が草原化され，石灰岩の露岩

が釜飯に現われ，いわゆるカルスト地形として観光客にも観賞できるようになっている。

　この大野ケ原の一角に約200m×100　mの広さでこんもりした森があり，土地では“降り山、

あるいは’L夜ケ森、と呼んでいる。また周囲が草地である為にいく度かの山火事にもここだけ

は火が入らず”入らずの森、、とも呼ばれている。

　この降り山の森はカルスト地形の石灰岩上に発達したブナ林で，特異な群落組成をしている。

高木層は15mほどの高さでブナが優書し，イタヤカエデを小被度で混生している。亜高木層以下

の木本層ではコバノウグイスカグラ，ミヤマクロモジ，コハクウンボク，ミヤマハハソ，コハウ

チワヵエデ，ツリバナ，ヤマアジサイなどを混生，植被率約30％を示している。地表植生は地表

面が石灰岩の露出で凹凸が大きいが植被率は90％にも及びニシノヤマタイミンガサ，シコクァザミ，

ミッデコトジソウ，ヒメヨツバハギ，キョタキシダ，モミジガサ，トチバニンジンなどの多くの

多年生草本植物の他クマイザサ，スズタケなどのササ類が繁茂している。このブナ林はこの地域

の飽のブナ林に比較して（Tab。10）ニシノヤマタイミンガサ，シコクアザミ，ミツデコトジソウ，ヒ

メ鐵ツバハギ，オオキヌタソウ，オオバヨメナ，フタバアオイ，オニノダケなどの多くの多年生

草本植物の他ウリノキ，コヤブデマリを区分種としてニシノヤマタイミソガサーブナ群落にまとめら

れた。ニシノヤマタイミソガサーブナ群落は群落区分種であるニシノヤマタイミソガサ以下多くの多年

生草本植物の他にもキヨタキシダ，トチバエソジン，アキチョウジ，ツヤナシイノデ，バクモウイノデ

など多数のシダ植物を含む多年生草本植物が多数混生し，全出現種数86種と他のブナ林に比較して

倍近くの工数を数えると同時に，この多年生草本植物が全出現種数の49％の高い比率を示してい

る。このように多年生植物が多く林床を占めることはむしろニレーシオジオーダーの群落構造

に類似し，同オーダーの翠微下聞であるウリノキ，ツヤナシイノデ，バクモウイノデ，ヤマアジ

サイ，モミジガサ，キョタキシダ，トチパニンジン，ミゾシダなどの種群をも混生している。同

様のことは神奈川県の丹沢山塊に発達するオオモミジガサーブナ群集についてもいえ，高木層は

ブナが優遷することが多いが，群落組成的にニレーシオジオーダーに含めまとめられるべき植

分がある。これはその山塊上部が，雲の発生域にあり，空中湿度が高い状態，また水分の蒸散が

低くおさえられることによって，山地の上部（尾根部）においてすらニレーシオジオーダーの

鍼生が成立する可能性を生じたものと考えられる。丹沢山塊においては実際に山地尾根すじにサ

ワグルミの生育が多数認められる。

　このニシノヤマタイミソガサーブナ群落はさらに石灰岩上の植生として同時にコバノウグイス

カグラ，ミツデコトジソウ，ヒメヨツバハギ，オオキヌタソウなど多くの特異な種群を混生し，他の
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ブナ林からも独立性が高い。しかし，この残された一夜ヶ森の面積が狭く，近くには牧場化の為

に同類の自然植生がみられないため，今後の石灰岩上ブナ林の調査が期待される。

N

W

S

Fig．8　各ブナ群落生育地の方
　　　　位・傾斜との関係模式図

Schematisches　Diagramln　von

Wuchsorten　verschiedener∫㎏κs

‘繊隅一W巨lder　nach　Rimmelsricht－

ung　und　Neigung．

ε

●　クマイザサーブナ群落

跳4s6％瑠源s一下9螂6γ召η三一

Gesellschaft

▲　シラキーブナ群集

Sapio　japonic三一

FagetUmCrenatae

○　ニシノヤマタイミソガサーブナ群落

Cα6α磁翅如ろε’var．000彪ε編α1蝕

鞠κso㎎駕彪一Gesellschaft

ロ　シコクザサーブナ群落

跳α孟α瑠αωα㎎αvar．海ガθ〃猷

勲9薦。廻顧仕

Gesellschaft

ム　サワシパーイヌブナ群落

ω吻η％sooγ伽孟召一

鞠螂ノ64）o痂‘農一Gesellschafピ

　　　　10）クマイザサーブナ群落

　　　　　　8αsαsεπαπεπsεs－1勉9ωscrθπαfα一Gesellschaft

　大野ケ原と一つ谷を隔てた北側には丸石山1，328mの尾根があり，ここでは山地上部が丸石山

国有林として比較的自然度の高いブナ林がひろがっている。この丸石山の近くまで大野ケ原の牧

場が開けており，この牧場の周辺域ではミズナラの被度の高い二次林も多くみられる。この丸

石山国有林を中心とするブナ林は群落の高さ18～30mに及びブナが優占し，小被度でウラジロモ

ミ，ツガ，コシアブラ，イタヤカエデ，ミズナラなどが混生している。亜高木層においても20～70％

の植被率と植被率に巾があるが，平均40％近い植被率を占め，ウラジロモミ，タンナサワフタ

ギ，コハウチワヵエデ，コシアブラ，ツタウルシなどが高い常在度で生育している。低木層は平

均20％の植被率と低く，タンナサワフタギ，ミヤマクロモジ，コハクウンボク，コハウチワカエデ，

カマツカ，ツリバナなどが散生するに過ぎない。この低木層の植被率が低いため，逆に草本層が

0．8～1mの高さでクマイザサが密生し90％以上の植被率を占める結果となっている。この草本

層はミヤコザサの他にはシシガシラ，ナガバモミジイチゴなどが低被度で散生するに過ぎない。

このブナ林はクマイザサ，ウラジPモミ，クマシデ，イヌシデを区分種としてクマイザサーブナ

群落としてまとめられる。このクマイザサーブナ群落は低木層の植被率が低いことから林内は比
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灘

Phot．14　丸石山のクマイザサーブナ群落。

諏sα　s召ηση醐sゴs－E㎎㍑s　o紹ηα如一Gese1互schaft　auf　dem　Berg

Marulshiyama（1，300m　U．　N㌶），

較的開放的であり，典型的なブナーササ型の林相を示している。平均出現欝欝は31種類と少ない。

土壌的には大野ケ原が母岩が石灰岩であるのに対し，対岸のこの丸石山一帯は石灰岩以外の古生

願より成り，褐色森林土壌を形成している。このクマイザサーブナ群落は尾根部の平坦部から傾

斜200までの比較的ゆるい傾斜地に多く，とくに南向きから東斜面に多いのが特徴である（Fig。8

参照）。
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Phot．15　クマィザサーブナ群落内のッガ。

鴛㍑9αsガθ∂o雌ガin　der　Sαsαsθη伽θπsゴs一環8郷07朋α孟β一Gesell・

schaft（1，150m　U，　NN）．

　　　　U）　シコクザサーブナ群落

　　　　　　Sαsα’απzαωω己αvar．1Lεrfε伽一勲σ配8　cr飢α‘α一（｝esel茎schaft

　東宇和郡野村町高樽，北東山地の尾根では林床にシコクザサの密生したブナ林の発達が認めら

れた。シコクザサはクマイザサよりも背高く120c田以上の高さで林床に密生している。このシコ

クザサの密生するブナ林は林床の低木層以下でミヤマクロモジ，コハクウンボク，ツガ，ミヤマ

ガマズミ，マツブサ，ツタウルシなど周辺にある他のブナ林に比較して多くの木本種，草本植物

を欠き，全出現種数も21種類ともっとも少ない。この群落構成種群の少ないブナ林は他のシラキ

ーブナ群集などのブナ林の一型とも考えられるが，群落組成的に他群落と同一にできず，また調

査区数も少ないことからここではシコクザサ，コバンノキを区分種としてシコクザサーブナ群落

として独立してまとめられた。シコクサザーブナ群落は広い尾根上の平坦部に発達し，比較的疎
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Phoも．16大野ケ原石灰岩上のブナ林（ニシノヤマタイミンガサーブナ群落）。

Buchenwald　auf　Kalkstem　des　Bergs　Onoyama（0αo勧α翅彪うθ3　var　oo6ゴ4θπ如漉一」㎏πs　6彫η倣z－

Gesellschaft）

聞した森林群落てある。

　　　　12）　シラキーブナ群集

　　　　　　Saplo　japo窺ici－Fagetum　crenatae

　野村町丸石山（1，328m）およひ丸石山の尾根の西北部にある高樽地区て調査されたフナ林は，

ヤマノクレ，ノロトウタン，コミ襲撃エテ，ヒナウチワカエテ，タムノハ，ホソバノトウケノ

ハ，ミヤマタニソバ，ヤマイヌワラビ，ウメモトキなとの多くの種群によって標徴，区分され，

四国，九州地区のフナ林としてまとめられているノラキーフナ群集（佐々木1970）に含められた。

　このンラキーフナ群集は高木層か20～26mにおよひ多くはフナか優占する他，ノカ，ヨクソミ

拳パリ，ハリキリ，ミスナラなとを低被度て混生している（調査番号16はヨグソミネバリか優

；llしている）。亜高木層は麺～13mの高さて平均鱗被率30％てコミ不カエテ，コハウチワカエテ，

ウリハタカエテ，フナなとか目立っている。低木層は2～4m高で平均懇懇率40％て比較的高く

ママソクレ，ミヤマクロモン，コカクウンキ，コハウチワ糠穂テ，ヒナウチワカエテ，ノPトウ

タン，タンナサワフタキ，コハクウンホク，イヌカヤなどの常在度か高い。草本層はササ類の植

被率の違いから20～95％の植被率と差か大きく，ススタケ，クマイササのササ類の他にヤマイヌ

ワラビ，ホソバノトウケソバ，’マノフサ，ソタウルソ，ソノカソラ，ノノフカクマ，キヨタキ／タ，

ノユウモンノノタ，ヤマスズメノヒエ，ミヤマイタチノタ，ミヤマカタバミなととくに羊歯植物
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を含め多くの種蒔が生育している。平均出現引数も49種類と比較的多い。このシラキーブナ群集

のうち調査番号12（スズタケ），14（クマイザサ）の植物がいわゆるササーブナ型の林相をしてい

るのに対し他の植分はほとんどササ類を欠いており，比較的低木層，草本気に多くの種群の生育

が認められる。またこのシラキーブナ群集はクマィザサーブナ群落とほぼ同地域の褐色森林土壌

上に発達しており，クマイザサーブナ群落が南向きから東向き斜面の尾根部に発達しているのに

対して，シラキーブナ群集は北向きから西向き斜面に多く集中して分布している（Fig．8参照）。

　シラキーブナ群集はここでは以下の2亜群集に区分された。

懸嚢灘聾饗、

臨

r蹴轟． 窺野轡
無嘱

鍔騒げ．

駆齪轟

　　　　　　　　　　　　Phot．17　丸石山周辺のシラキーブナ群集。

　　Sapio　japonicl－Fagetum　crenataeinderUmgebungdesBergsMaruishiyama

　　（1，250m茸．　NN）．

　　　1）スズタケ亜群集

　スズタケ，アクシバ，ノブドウ，ノリウツギ，シナノキで区分される，ブナースズタケ型の植

分である。

　　　ii）ミヤマカタバミ亜群集

　ミヤマカタバミ，ゴンゲンスゲ，アプラチャン，チゴユリ，ミヤマイタチシダ，トチノキで区

分される他，クマイザサ，ミヤマイボタ，ツルリンドウ，ヤマアジサイ，ヒロハイヌワラビ，ヒ

ヨドリバナなど多くの種群によってスズタケ亜群集より区分される。林床にはクマイザサが散生

する植分もあるが，むしろササ類を欠く，比較的湿生の植分である。
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1i三）イヌブナ林ぬ9囎ノμpoπεcα一Waldαab・10）

　　　蓋3）　サワシバーイヌブナ群落

　　　　　　αηππμscordα’α一1勉σμsノαpo痂。α一Gesellschaξt

　丸石拳の北側の谷，仁淀川上流黒川沿いにある上浮穴郡，小田町桶小屋で調査されたブナ林

は，黒雛こ沿った渓畔斜面に発達したブナ林で・高木層281nにも及ぶイヌブナを優占種としてい

る。高木隙こはさらにサワシバ，アサダ，ブナ，ツガな：どを混生している。亜高木層および低木

綜認繋モミジ，イ・ブナ，イタヤカエデ・タンナサワフ二八・ミヤマクロモジ・イヌガヤ・

ヶ頻・モジ，コバノガマズミ，モミなど多くの種群が生育し30～50％と植被率も比較的高い。草

本層1こはイトスゲ，タガネソウ，クルマパソウ，ヤマヤブソテツ，クサアジサイなどが生育し植

縷率約縫0％を占めている。このブナ林はイヌブナ，サワシバ・アセビ・オオモミジなどの種群で

鼠分されサワシバーイヌブナ群落にまとめられる。このサワシバーイヌブナ群落は渓面部斜面の

急蔭斜地に発達し，地表面は母岩の古生層のチャートが露出し，母岩露出部の周囲はガレ地とな

り不安定である。

　しかし，嵩現種類は52種類を数え，解状に露出したチャート岩の表面にはクモノスシダ，イワ

デンダ，オオフジシダ，ナカミシシランなどが生育している。

　　　iv＞サワグルミ林　Pごεrocαr粥rho‘ノb伽・Wald（Tab．11）

　　　　14）　ヒカゲミツバーサワグルミ群落

　　　　　　Sρ配rεoρε〃ψεπθπαπεん。θπ8εs一」Pferocα7層〃α　rん。ε鴇D〃α一Gesel飴chaft

　ヒヵゲミッバーサワグルミ群落は，丸石山（1，328m）の漢谷部に発達する高木夏緑広葉樹林で

　高木1轡には複葉の夏緑広葉樹であるサワグルミが高被度で生育する他，ブナ，ミズキ，ウリハ

ダ浄潔デなどの夏緑広葉樹類を衣被度で混生する。亜高木層は8～10mの高さで植被率は20

～難％と比較的低く，チドリノキ，アサガラ，ミズキなどが生育している。低木層は2m前後の

高さで植被率15～20％と低くおもにヤマアジサイ，アサガラ，タンナサワフタギ，ニワトコなど

が生育している。草本層においては野臥80～85％とどの部分もきわめて高い植肥率を占めハガク

レツ1ノブネ，ヒカゲミツバ，ウスギテンニンソウ，ミヤマタニソバ，モミジガサ，ジュウモンジ

シ札　リョウメンシダ，ネコノメソウ，シコクアザミ，オタカラコウ，ワサビなどの多く多年生

1繁：本植物が高い植被率，常在度で生育している。全出現号数（一回出現種を除く）45種類のうち

多年生草本植物（シダ類を含む）は32種，71％に及んでいる。

　このサワグルミ林はハガクレツリフネ，ウスギテンニンソウなどの特異な種群とヒカゲミツバ，

ヤマアジサイ，ミヤマタニソバ，チドリノキ，ツヤナシイノデで区分され，ヒカゲミツバーサ

ワグルミ群落としてまとめられた。このヒカゲミツバーサワグルミ群落は中国地方の瀬戸内

側山地と四国山地にみられるサワグルミ林と同様，裏日本多雪気候域の漢谷林ジュウモンジ

シダーサワグルミ群集の区分種であるリョウメンシダ，サワハコベ，ミゾシダをも混生するが，
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種組成的には表日本気候論議のミヤマクマワラビーシオジ群集等の組成に近く，両群集の中間的

性格を示す。

　　　c）水生および水辺植物群落Wasser－und　Ufergesellschaften

　　　　15）　ツルヨシ群集

　　　　　　Phragmitet縫m　japonicae（Tab．i2）

　ツルヨシ群集は，わが国の急流河川に特有な草本植物群落の一つである。

　ツルヨシは高さ1．5m内外のイネ科植物で，一見ヨシと類似するが，地上部に，講じんで長大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レキな走出枝を織して群落を形成する特性がある。ツルヨシの生育地は，河川のV字谷などの大難や

小髭が堆積する不安定な立地であるが，ツルヨシは急流による水圧に耐えながら，草原を形成し

ている。

　肱川流域には，V字状の峡谷や，巨礫の多い河原が多く，各地にツルヨシの生育地がみられる。

この地方のツルヨシと共存する植物はごく限られ，セリ，ギ・ウギシバなどの葡飼枝をもつ多年

生草本植物の他は，隣接群落からネコヤナギ，ミゾソバなどが侵入している。この種構成はツル

ヨシ群集と判定される。

　ツルヨシ群集は，河辺環境の安定に対する寄与度が高く，水源の確保や水利調節，さらに根群

による水質浄化などの具体的な災害防止，環境保全の目的に対しても重要な植物群落である。（第

V章参照）。

　驚襲
撫恥
D撚 鞭弩凝灘難麟

簾譲藪姿導導
　　　　　　　　　　　　諭
　　　　　　　　　　属r
　　　　　　　　　蟹．謎轟

蹴転縫
纒

舞燃

、一

　　　　Phot．18　河辺流水辺のツルヨシ群集

Phraglnitetum　laponicaeamHieBendenWasser（350mU．NN）．
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丁的．！2　ツルヨシ群集

　　　　　Phragmitetum　japonicae

La娘｛e糞de　Nr．：

Nr．　d．　Aufnah誼1e：

Da艶照d，　Aufaahme：

　蕪藤e銭，Meer（m）：

Grδ6e　d，　ProbeHache（m×m）：

　難弓he　d，　Vegetation（cm）：

　Declく雛ng　d．　Vegetation（％）：

盛．rtenzah1：

通し番号

調甕番号

調査年月日

海抜高度

調査面積

植生高
全植被率

出現種数

　1　　零　　3

0M　　OK　　SO

　10　　55　　16

，77　　　’77　　　，78

11／7　　9／5　　11／4

　一　　一　　290

1×8　2×4　1x5
100　　　ヨ．10　　　圭20

　90　　90　　90

　5　　4　　7
翌《e鴛難art　d．　Ass．：

　P1瑠92鴻6sブ妙伽加

ぞye籍嶽arten　d．　Subass．：

　勲癬8搬認鴬解α

　06鼠壁舵ノ認α痂oo

8eg夏eiter：

　Po塘。πκ彿漉観∂θ卿ゼ

　の薄ρ40ηぬ6砂1伽

　鐸㍑飯s砂」ゴs珈磁6θα

　α～寛惚癬喫卿κ㍑OSα

　絃。〆0ε嫁ゴ襯〃勧加θ卿3var．ρめ吻0伽吻

　C繊’磁θπ毎知ρo卿。α

　CO顕爵θ1㍑α00〃Z吻観ぽS

群集標徴種

　ツルヨシ

亜群集区分種

　ネコヤナギ

　セリ

随伴種

　ミゾソバ

　ギョウギシバ

　ヒデリコ

　タネツケバナ

　アシボソ

　ミツバ

　ツユクサ

5●5　　5・5　　5●5

1・2　1・2

十　　　十

十・2　十　　2・2

圭。2　　・　　・

十　　　・　　　・

十　　　。　　　・

・　　　。　　　十

。　　・　　十・2

・　　　・　　　十

調：姦圭也：Fundor£e

　更：平治

　2：醸成

　3：下中合（SO，　LM，　YM）

　　　　16）チゴザサーヌマトラノオ群落

　　　　　　醜。勉θ9励osα一五〃sε〃zαcん」α1br伽θε一Gesellsckafも（㍗ab．13）

　地下水位の高い低湿地は木本植物の侵入が困難となり，そこには耐湿性の特質をもつ独特な草

綜が形成される。低湿地は一般的にはヨシが優占するため，アシ原などと呼ばれている。本地域

軽はまとまった広さをもつヨシ群落はきわめて少なく，各地のため池周辺や，水田跡地などにわ

ずかに点在するのみである。ため池は水位の変動がはげしいため，安定した水位を要求するヨ

シ群落は発達しにくい。

　松蔭池の奥地で，かつて水田として利用されていたと思われる低湿地に湿生草原がみられる。

ここにはチゴザサ，セリ，ホタルイ，イ，ヌマトラノオ，カサスゲなどのヨシクラスの種群を中心

に，約2◎種で構成され，比較的密生した群落を形成している。ヨシはこの植分内には見られない。

共存する種には，コブナグサ，ヤノネグサ，アカパナ，ミゾソバなどの水田耕作放棄直後に出現
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する植物が残存している。

　この植分は，植生調査資料も断片的で，所属すべき群落名がまだ不明なため，ここでは優占種

の名をとってチゴザサーヌマトラノオ群落として区分された。

　肱川上流域の西方の浅山地の谷部には，このような三分は，まだ多く存在しているものと考え

られる。ツルヨシ群集とともに，これらの水生，湿生植物群落は，水収支の点でも重要な植物群

落である。

Tab．13　チゴザサーヌマトラノオ群落
　　　　加6肋6g妨osσ一L卿窺α6h毎ル吻ηθ歩Gesellschaft

Nr。　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probefiache（m×m）＝

H6he　d．　Vegetatio鍛（cm）：

Deckun竃d．　Vegetat玉on（％）＝

ArtenzahL

調査番号

調査面積

植生高

全植被率

出現種数

OK
　5
5×5

50

90

20

Trennarten　d．　Gesellschaft；

　おαo伽θ910δosα

　恥が脚ぬ8力戦η〃

　α鷹κ鵡加」α如

　斜脚’o磁海胆4勿翻％〃3

　0伽碗∫舵ノ副αη加

　SOゴ吻S海0’伽ガ

　ルηα4ε廓245vaL　4θの毎郷

　yゴ。佐四θ紹0㌶η4α

Begleiter：

　伽飢6κ窺♂㎜翅

　MOS彪4ゴα刎勿η

　PO塘0鵜卿η吻0彫郷θ

　G蜘郷’劔嬬ρゴαz

　P∂劾¢薦砺々♂6加癩ηα

　働が励ゴZ㈱妙沈ん0♂0助π初

　ゑγ漉繊。η燃が4螂

　超soα％漉郷s勿βηsfs

　励諮伽辮α耀浴θ

　的」伽解9履α7♂加α

　Po塘。％窺漉吻δθ卿∫

E1600勉がSωπ9召S彪var．ブ‘ψ0沈α

群落区分種

　チゴザサ

　ヌマトラノオ

　カサスゲ

　サワヒヨドリ

　セリ

　ホタルイ

　イ

　ツボスミレ

随伴種

　コケオトギリ

　ヒメシソ

　ヤノネグサ

　ヒメガヤツリ

　オヘビイチゴ

　アカバナ

　コブナグサ

　ススキ

　スギナ

　ビメクク

　ミソソバ

　ハリイ

4・4

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

十

2・3

2・2

1・2

1・2

1・2

1・2

十・2

十・2

十

十

十

÷

調査地Fundort：松蔭池（海抜350　m）

調査年月日　Datum：1977．8．31
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鋤．14・シクラスの群落

　pねragnlitetea－Gesellschaften

　Nr．　d．　Aufnahme＝

　Datu田d，　Aufnahme（1977）：

Gr6Be　d，　Probe飴che（m　x　m）：

　賛6he　d．　Vegetation（cm）：

　亙）e£至く“ng　d．　Vegetation（％）：

《rζe難zah1：

調査番号

調査年月日

調査面積

植生高

全植被率

出現種数

　　OK　　　　OK
　　　1　　　　　2

　　9／6　　　9／2

1，5×1．5　　　ユ0×10

　　100　　　　220

　　90　　　　90

　　　2　　　　　7

Trennart　d．　Gesellschaft：

　3σ妙～俗’加η9蜘嬬

τぎe籟na沈en　d．　Gesellschaf亡：

　S6玉樹ε励6γ㎜卿。η彪勉

　ゐ8ε癬α∫のα鰍加

8e墓1eiter：

　勘塊。π襯ブ凝塊。襯

　、4泌ガ16脚α舵磁々

　8ゴ4碑s戸。漉osα

　ゐz4伽月卿。〃α傭

　艇05Zα4ゴ伽漉θ瓶

群落区分種

　カンガレイ

群落区分種

　フトイ

　サヤヌカグサ

随伴種

　シロバナサクラタデ

　イボクサ

　アメリカセンダングサ

　ミズユキノシタ

　ヒメジソ

瞬査地Fundorte＝1．　山田大池　2．野田

　　　　17）その他のヨシクラスの植物群落

　　　　　　Sonstige　Pflanzengesellscha貴en　der　P　h　r　a　g　m　i　t　e　t　e　a（Tab．14）

國

十

●

■

●

●

圏

1・2

十

十

十

十

　池沼や湖の岸部にはヨシ属やフトイ属，ガマ属植物が最も広く分布し，いわゆるヨシ原を形成し

ている。わが国においては，利根川の中流から下流にかけての後背湿地，木曽三川の河日部，淀

用三流部などのヨシ原は特に有名である。

　ヨシやフトイなどの生育域は一般に惇滞水にひたる泥湿地であり，富栄養湖の一部ではとくに

発達し，ヨシの場合は桿高が4mにも達する場合がある。しかもヨシの生育立地の巾はきわめて

広く，海岸付近の塩沼地から高層湿原の周辺部にまで分布している。

　肱川流域内における調査地内のヨシが優占する三分は各地に散見されるが，いずれも谷戸状地

の水田わき等に小規模に生育している。また各地のため池の岸部には局所的にフトイ，ガマ，カ

ンガレイなどの優占植分がみられる。これらの植分の水位：はガマがもっとも水位が高く；つづい

てフトイ，ヨシ，カンガレイの順序で生育している。

　　　d）浮葉植物群落Wurzelnde　Schwimmblattgese11：schaft

　　　　18）　ヒシ群落

　　　　　　TrαPαノαpoπεcα一Gesel藍schaft（7ab．15）

　卯之町地方にはひかくてきまとまった水田地帯が広がっているが，この水田の稲作のための水

源としては周辺部の集水域はきわめて狭い。しかも降水量が少ないことから，ため池による貯水
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管理が行われている。

　このため池群には，最近の造成による，まだ植生の未発達なものから，古い時代に造成された

ため池ですでに池沼植生が水深に対応して生育するものまでさまざまである。

　造成時代が古く，しかも水位の変動巾の少ない大形のため池には，ヒシ，クロモ，ガガブタ，

エビモなどによる浮葉および沈水草本植物群落が発達する。ヒシはもっとも一般的で各地の貯水

池の水面に茎葉を広げている。

　浮葉および沈水植物群落は水質に．よって富栄養湖生と貧栄養湖生のものに区分される。ヒシ群

落は富栄養湖における代表的な植物群落である。本地域の丘陵地は一般的にアカマツ林におおお

れた貧養立地が多い。従ってこの丘陵地間に造成され，しかも水源に富栄養化を起こす条件がなけ

れば，貧養生の群落（ジュンサイーヒツジグサ群落）の存在も考えられるが，今回の調査では朱

見である。

Tab．ユ5　ヒシ群落
　　　　丁触ραノα1）oηづ6α略esellschaft

Nr．　d。　Aufnahme：

Gr6Be　d、　Probeflache（m　x　m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）；

A耽enzahl：

調査番号

調査面積

全植被率

出現種数

OK
27

5×5
90

　3

Trennart　d。　Gesellschaft：

　丁物知ブの。η加

B（蓼leiter：

　ゐ6薦血知力。π磁

　S厘伽s彪δθγ澱θ規。窺α窺

群落区分種

　ヒシ

随伴種

　アシカキ

　フトイ

5・5

十・2

十

調i査地Fundor歓　野田（1977．9．2）

　　　e）短期一年生草本植物群落Kurzlebige　aa簸uel至e　Gesellschaf亀en

　　　　19）　アオテンツキ群集

　　　　　　Fimbristyli虚etumverr縫ciferae（Tab．16）

　肱川の上流域の～つ，宇和川上流の卯之町の一帯は，低平な山稜に囲まれた盆地状を呈し，そ

の中央部は広い水闘地帯となっている。この水紐耕作を支えるため，周囲の山足部には多数のた

め池が造成されている。

　これらのため池は用水の季節的な利用によって水位が変動する。この水位変動による特殊な立

地に対応して一群の植物群落が生育している。この地域のため池の下流側は一般に堤防によって

直線状にしきられ，植生の発達はみられないが，上流側は，自然の地形がそのまま利用されてい

るため，ゆるい傾斜地となり水位の変動によって，岸部の大気にさらされる時間が異なり，これ

に対応して1年生草本植物群落から多年生草本植物群落の帯状分布がみられることになる。
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　アォテンツキ群集は，このようなため池の夏季減水によって水面上にあらわれた泥土のもっと

も水ぎわに生育する三生一年生草本植物群落である。群落高は常に10～20cmで，群落全体はカー

ペット状となる。出現画数は10～15であり，アオテンツキ，メアゼテンツキ，クロテンツキ，ヒ

デ暗，アゼナ，スズメノトウガラシなどが主要構成種であり，局所的にアメリカアゼナが繁茂

するところもある。他にチョウジタデ，アメリカセンダングサ，タカサブロウなどの高上の1ケ

月草本植物も共存するがこの群落には随伴的である。

　群落の生育地の土壌は，常に柔らかい黒色の泥土状を肥し，しかも池より上流側．は殆どの場合，

水田として利用され，水田からの栄養分が流入するため，きわめて富栄養状態となっている。

　季節的水位変動のあるため池の植生については香室（1961）の調査報告があるが，それに記載さ

れたクロテンツキ群集が，この群集単位に近以している。しかし，アオテンツキ，アオガヤツリ

硬譲b．16　アオテンツキ群集

　　　　　Fimbristylidetumverruciferae

鰍．d．　Aufnahme：

薮δhe廿．簸eer（m）：

Gr68e　d．　Probe飴che（斑×m）：

櫛he　d．　Vege亡atlon（cm）：

三）eckung　d．　Vegetation（％）：

Ar£e登zahl：

調査番号

海抜高

調査葡積

植生高

全一被率

出現種数

　1　　2
240　240

1×2　1×1

　10　　10

　75　　60

　9　　10

　3　　4

230　　一

2x3　0．2x2

8　　15

65　　90

11　　14

　5
240

1x2
0．1

　80

　15

Ken蕪一u．　Trennarten　d．　Ass：

　F勧δガs砂1ゴs”θ7γ㍑o舵勉

　君肋ゐ粗砂1づs6ψ勿〃。∫4召∫

　eゆθγ欝ηψρ0ηκ欝

Kennarten　d．　Verbandes：

　F珈δγ癖頭∫四召1α彪

　日溜幽α伽㎎観奮var．”θγ伽伽伽

　c召”⑳ε4α吻勿∫物

　鰹卿δ爵渉露s〃3漉αo即

　隔心磐如ρ70s磁彪

　ゐ初4θ魏宛ρ劉oo％物δθηs

　＆⑳’αカ70S’勉彪

　ゐ吻4召η¢彪4π玩α

　ノ～0’α～α加4ゴαZ

　H¢めり’ゴsづ伽sα

Begleiter：

　捌4伽s万。痴osα

　伽。ゴ伽ぬ‘砂Z伽

群集標徴種及び区分種

　アオテンツキ　　　　　 4。4

　クロテンツキ　　　　　十・2

　アオガヤツリ　　　　　　・

ヒデリコーアゼナ群団の種

　メアゼテンツキ　　　　　2。2

　スズメノトウガラシ　　　十

　トキンソウ　　　　　　　　・

　ヒデリコ　　　　　　　　　　　十・2

　チョウジタデ　　　　　　÷

　アゼナ　　　　　　　　　　　　。

　タカサブロウ　　　　　　　．

　アメリカァゼナ　　　　　2・3

　キカシグサ　　　　　　　　÷

　フタバムグラ　　　　　　。

随伴種

　アメリカセンダングサ　　・

　ギョウギシバ　　　　　　　・

2・2

2・2

●

3・3

十

十

●

●

十・2

十

●

●

十

1・2

0

●

4・4

十

十

十

1・1

●

●

■

●

2・2

1・2

十

。

÷

1。2

十・2

1・2

十

4・4

÷。2

●

4。4

2・3

2・2

3・3

十

十

1・2

十

1・2

十・2

●

●

十

。　　十　　÷　　2・3

十　　　・　　・　　十・2

｝：14現1回の種　Auβerdem　le　einmal　in　Aufnah鶏e　Nr．1：（功θ郷4伽獺ゴs　タマガヤッリ，in　2：L％伽忽忽

。襯」お　ミズユキノシタ　十，血3：E1600hα万s　ooηg8s砲var。ノαρoη∫oα　ハリイ　十，＆∫9ゆ鋸ぬ。彪γ痂　ホタル

イ　十，冷川ノ砂。疵αz　ヒシ　十・2，i捻4：伽2κsブαρo痂。μ∫　トキワハービ　十，　Eηg塑s’∫s辮”∫解。ηz　ニワホコ

リ　十，in　5：／1甥臓朋毎oooo勿9α　ホソバヒメミソハギ　十．

調査地Fundorte：1，2，5：大池，3：野田，4：郷内
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を持つことによりMiyawakiu．　Okuda　1972のアオテンツキ群集に含められる。

　　　　20）サワトウガラシーヒロハイヌノヒゲ群落

　　　　　　　1）eεπosfθηzαひεoZαceπ配一Erεocα配Joπrob囎だα8－Gesel玉schaft（Tab．17）

　調査地の繭北部に位置する通称松蔭池は，アカマツ林で囲まれた谷をせきとめて作った人工の

貯水池であるが，この貯水された水の水位が，農業用水として利用される盛夏には，かなり低下

し，貯水池のもっとも奥部に一時的な短期一年生綾生草本植物群落が出現する。ここに見られる

群落は，すでにのべられた大池のため池のアオテンツキ群集とは，相観はきわめてよく類似し

ているが，群落構成種は大分異なっている。

　草本層の高さは5～20cm，植被率は50～75％を示し，群落外観は一見発芽したぽかりの西洋芝

のは種地を思わせる。群落構成種はヒロハイヌノヒゲ，ニッポンイヌノヒゲ，ハリイ，サワトウ

ガラシの一年生草本植物が全植被のほとんどをしめ，他にマツバイ，ミゾカクシなどの多年生の

西暦枝を生ずる両生植物（水位の変動に耐える植物）が混生している。

　サワトウガラシーヒロハイヌノヒゲ群落の立地条件は，階段状を示し，かつて小規模ながら，

水田として利用されていたと考えられる。土壌は周辺部のそれと同様に比較的かたく，他の貯水

Tab，17　サワトウガラシーヒロハイヌノヒゲ群落
　　　　1）♂πos’θ吻α加oJαoθ㍑珊一Eγゴoo卿Joηη）δπsだ麗一Gese玉1schaft

Nr．　d．Aufnahme二

Gr6〔5e　d．　Probefiache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（c月al：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

調査番号

調査面積

草本層の高さ

草本層槙被率

出現種肥

1　　2　　3　　4

4　　4　　4　　4
5　　5　　10　　20

60　　　　50　　　　70　　　　75

8　　6　　9　　11

Trennarten　d，　Gesellschaft＝

　Z）8吻OSホθ規α毎0如0磯鍛

　βガ00召〃0ηγ0δ粥ガπS

　Eガ00α観伽ぬ0η406ηSε

Trennart　d．　Untereinheltea：

EJ60漉αガs　yo々OSO6ηS空

　五ε召癬αs¢y儂π加

　Ro’認α初〔厩6απα

　1～0孟4α勿漉0α

Begleiter；

　ゐ0うθ1ぽα漉助θηS奮

　E1θ0伽がS　60π96S云αvar．加0％磁

　86ゴ吻s加印α物ゴ

　Po云α吻α9θ’oη跳伽。’欝

　E万00α〃。η∫ゴθδ0♂4ゴαηπ初

　悔ηゴ2〃α伽9欝妙b伽

　動ゴZOδ珈初勿γガ0ぬ0♂0ρ伽勉

群落区分種

　サワトウガラシ

　ヒロハイヌノヒゲ

　ニッポンイヌノヒゲ

下位単位区分種

　マツバイ

　サヤヌカグサ

　ミズマツバ

　キカシグサ

随伴種

　ミゾカクシ

　ハリイ

　ホタルイ

　ヒルムシP

　ホシクサ

　アゼトウガラシ

　アカバナ

十　　　3。3　　2。3　　3●3

1●2　　　十　　　4●4　　4・4

十●2　　　。　　　十・2　　1●2

i3・3　　1●2i　　●　　　　十

●

■

●

幸・2

2・2

1？1

0

●

●

o

●

3・3

十

十

●

●

醒　幽　「　曹　曹　卯　甲　一　一　曹　幽　幽　暫　騨　開　■　「

ほ・2

；十。2

1十

2・3

王・2

十

●

●

■

●

÷・21

十。21

玉・21

2・2

0

●

●

1・2

十・2

十・2
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麹江見られるように泥土状を示さない。また，水源にあたる部分が，殆ど貧養立地に生育するア

カマツの植林でおおわれているため，栄養塩類の供給が少ない。

　したがって，サワトウガラシーヒロハイヌノヒゲ群落は，種組成，群落の立地条件などから，

溶溶で一面的な立地に特有な短期一年生草本植物群落であると推定される。

　　書　代償植生Ersa£zgesellschaften

　　　　21）　クヌギーコナラ群集（夏緑広葉二次林）

　　　　　　Quercetumacut量s8iIno－serratae（Sommergr撞nerSekund琶r－Laubwald）（Tab．18）

　野村晦舟戸川流域，城川町三滝山周辺，宇和町稲生川流域等のヤブツバキクラス域の山腹やな

だらかな尾根部にはクヌギやコナラの優占する夏緑広葉樹林が比較的広い面積で分布している。

これらのコナラ林は関東平野のシラカシ群集域を中心に広く分布するクヌギーコナラ群集と判定

された。

　一画斐にヤブツバキクラス域の常緑広葉樹林は伐採によって，高木層を形成していたスダジイや

・尋イなどの切株から萌芽再生し，いわゆる萌芽林の形態をとるようになる。しかし短伐期での

伐採が反復されると，それらの樹種の萌芽再生力も衰え，心内の常緑植物も滅少して，遂にはコ

ナリなどの夏緑性植物を主とする夏緑広葉樹林に置き換えられていく。従ってこの群落が維持さ

れるためには毎年または隔年で行われる下草刈や落葉かき，および15年から20年に一度の伐採

瓢より，常緑植物の侵入繁茂を抑制する必要がある。

　当調査地域のクヌギーコナラ群集は，シラカシ群集，サカキーコジイ群集の代償群落と考えら

れる、，そして高常在島で出現するコバノミツバツツジ，カナクギノキ，ノグルミ，コガクウッギ

およびナツフジなどの主に西日本から南日本に分布の中心を置く亜群集区分種群によって，クヌ

ギーコナラ群集ノグルミ亜群集にまとめられた。また当調査地域に広く見られるアカマツ植林の

多くが種組成的にこの群落に含められた。

　クヌギー灘ナラ群集ノグルミ亜群集には，出現歯数（38）48～87種にも及ぶ豊富な構i謡言群が生育

し，それらは主にブナクラスの種によって占められており，他にノイバラクラス，ススキクラス，

クサギーアカメガシワ群団およびヤブツパキクラスなどの種が含まれている。

　この群落の高木層は高さ8～17m，植被率（40）60～90％，優占する萌芽形態のコナラ，クリ，ク

ヌギ，ヤマハゼと，ネムノキ，ノグルミ，ヤマザクラなどの夏緑広葉樹により構成されている。

誠高木麿は上記の種群およびヤマウルシ，エゴノキ，アカメガシワなどが高さ5～9m，植被率

30％萌後で生育し，蔓性植物のサルトリイバラ，キクバドコロなどがからみついている。低木層

は高さ2～5m，植被率（20）35～70％で，群集標徴種のヤマコウバシが高い常在度で出現し，亜群

集区分種のコバノミツバッツジ，コガクウツギ，カナクギノキ・，高木層，亜高木層にも生育する

コナラ，ヤマウルシ，ヤマザクラ，ブナクラスの種であるウラジロノキ，コバノガマズミ，ヤブ

ムラサキ，カマツカ，ヤマツツジ，コマユミ，アセビ，ヤブツバキクラスの種であるピサカキ，
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　　　Phot。19　夏緑広葉高木林のクヌギーコナラ群集

PhysiognomiedesQ幾ercetumacutissimo－serratae（500m廿．NN）．

ネズミモチなどの夏野広葉樹，夏緑広葉低木および常緑広葉低木が豊富に出現する。草本層は高

さ0．3～0．8m，植被率30～40％（70～80％）で，コウヤボウキ，コチヂミザサ，ミツバアケビ，

ナガバモミジイチゴ，ノガリヤス，シラヤマギク等の夏緑植物，シュンラン，シシガシラ，ヤブ

コウジ，フユイチゴなどの常縁植物が優占し，さらにアキノキリンソウ，イチヤクソウ，ヤブレ

ガサ，ヘクソカズラなどが高い常在度で生育している。

　クヌギーコナラ群集ノグルミ亜群集は，コパノミツバツツジーアカマツ群集に高常難度で出現

するネジキ，タカノツメを区分種とするネジキ変群集，ハシゴシダ，ウツギ，ヤマムグラ，ビナ

ンカズラを区分種とするウツギ変群集，アオハダ，エンコウカエデ，イロハモミジ，ケクロモジ

などを区分種とするケクロモジ変群集に下位区分される。

　ネジキ変群集は，主に西～南側斜面に広がっているアカマツ植林を含む。本来乾燥し易い立地

である事と，永年に亘るアカマツ植林としての難業，およびアカマツ落葉の堆積により，この群

落の内で最も乾燥かつ貧養化している。

　ウツギ変群集はこの群集の中で最も広い面積を占めるもので，シイタケ栽培用原木の供給林と

して維持管理されている場合が多い。

　ケクロモジ変群集は海抜600m前後の山地斜面に広がり，ブナクラス域にその生育地の中心を

持つ種群を区分種とする下位単位で，その上限の850m付近でブナクラス域に接している。

　クヌギーコナラ群集ノグルミ亜群集は，人為的影響の停止に伴い，コジイ，シラカシ，アラカ
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シ，シリブカガシなどの常緑広葉樹が侵入生育し，やがてシラカシ群集，サカキーコジイ群集な

どに置き換えられていく。

Phot．20　二次林を構成するコナラ。

　　　海抜1，000m以上ではミヤコ

　　　ザサやシコクザサが林床

　　　をおおっている。

◎粥㍑s　ε6㎜彪一Bestand　mit　跳腐

卿か0競α，S認α如窺α襯獺var．肋孟θ磁

（1，00G磁）．
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　　　　Fig．9クヌギーコナラ群集群落断面模式

VegetationsprQfildesQuercetumacutissimo－serratae

4112634
Q・92216・・

1．コナラ

2．クリ

3．クヌギ

4．ヤマザクラ

5．ヤマハゼ’

6．アカマツ

7．　ノ　グノレ　ミ

8．

9．ヤマウルシ

10．エゴ／キ

11＿　コ！ミノミ

　　ツツジ

カナクギーノキ

ツパ

12．ヤマコウバシ

王3．　ガ曽マズミ

14．ウツギ

15．ヤフムラサキ

16．ウラジロノキ

17．アカメガシワ

αε7αごssε甥α如

偽如％磁02中川彪

⑫8π㍑s㏄㍑’ま∬珈α

P㍑ηκsブα㎜s盈κ勉

Rん薦Sy勿θs魏s

測η欝46π頭0η

P♂α砂。α脚s’塑ゐ吻69α

μη4餓z¢η漉塑。α吻

1～肱s師6ぬooα吻

S砂7砿メ＠0窺0α

Rん0404βη4ZO2¢形顔C％Zα珈〃Z

乙劾48η4劒。α

梶δκ7η％吻4π磁α’％挽

D劒々ぽ｛20紹㌶α如

C捻耽α吻窺9”ゴs

　　　　　びSOγ伽Sブ砂0卿0α

伽π0珈Sブの0痂C鋸S

18．ピサカキ

19．　．ノイバラ

20．シュロ

21．コウヤボウキ

22．　ノブゴ1ノヤス

23．シラヤマギク

24．イチヤクソウ

25．キンラン

26．ススキ

27．　ヤブレガサ

28．コチヂミザサ

29．シュンラン

30．ワラビ

31．シシガシラ

32．サルトリイノミラ

33．ミツバアケビ

34．ビナンカズラ

翫η8グαρ0窺αZ

ROSβ卿舞〃魂0解

伽。勿。α吻sカκ襯厩

Pθ伽Sα脚46ηs

ω伽α8γOSゼSα襯伽α0召αvar．伽吻嬬1㍑：

〆15忽750〃うθ7

砂τoZαノ砂0痂0α

oθ帥α♂αη漉θπz裁」αz孟α

Mガso伽2魏％ss勿θη∫ぽs

助認6sJε勿」脚如

0蜘初θ％曲管4蜘妖伽svar．加。痂。欝

qソηZ玩漉瑚Z80召γ初9ガ

P勧伽初⑳認蜘〃2var．」α’嬬副媚

S’耀’勉0が6ガ3πψ0卿ατ

s辮παuc加ηα

∠4々ε∂毎’吻b一睡

καゐκ勉ブαカ0痂0α

　　　　22）　コバノミツバツツジーアカマツ群集（常緑・針葉二次林）

　　　　　　　Rhododendro　reticu隻ati－Pinetumde鶏8if韮orae（1凱mergr蕨nerSekund紅r＿

Na欲elwald）（Tab．19）

　野村町桂川漢谷，竜山川上流域，宇和町松蔭池付近などのヤブツパキクラス域の鋭尖稜線上や，

山腹の母岩の露出した乾性斜面には，アカマツ林が点在している。これらのアカマツ林は，コバ

ノミツバツツジ，コウヤボウキ，アセビ，ソヨゴ，シャシャンボ，タカノツメ等の標微種及び区：

分種により，中国地方，四国の瀬戸内海沿岸部に広く分布するコバノミツバッツジーアヵマッ群
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Phoも。21　自然生のアカマツ林は母岩が露出し，草本層の種組成が貧弱である。

　　　　シャシャンボ，ウスノキ，コパノミツバツツジ，ヤマツツジなどツツジ科植

　　　　物が多い。

Nat廿rliche　Best譲nde　von　P肋πs　4θηs醒。昭wachsen　auf　entbloBte斑Gestein，　wo　wenig　M：utter－

boden　entwickelt　ist．　Die　Artenzusamlnensetzung　ist　einseitig；E痂αoθαθ一Arten　wie　y詑αゴ卿π彫

る解6鶴瀬卿，翫副η飢祝ぬ配κ溺，1～ぬ04046π4劣。ηγα初」α’κ規sowie　R勿ゴ04θη4γoη々αθ吻漉ガsind

reichlich　vertreten（350m）．

集と判定された。

　コパノミツバツツジーアカマツ群集の出現種数は29～46種と比較的一一翻しており，主な構i成種

はブナクラスの種によって占められている。

　高木層は高さ10～王7（24）m，植被率60～80％とやや疎な林冠を形成し，優瀕するアカマツと，コ

ナラ，ヤマハゼ，ソヨゴ，タカノツメなどのブナクラスの種が高い常在度で生育している。

　亜高木層は高さ5～8m，植被率15～40％を示し，時に亜高木層を欠くなど必ずしも一定して

いない。この階層には乾性立地を指標するアセビ，ネジキ，ソヨゴ，タカノツメ，およびピサカ

キなどが生育している。

　低木層は高さ2．5～6m，植被率40～85％で，コバノミツパツツジ，アセビ，ソヨゴ，シャシャ

ンボ，ネジキ，ヤマウルシ，コパノガマズミ，ピサカキ，ヤブムラサキなどの種群が高い常在度

で鐵現している。

　草本層は高さ0．3～0．8（1）m，植被率玲～50％で概ね発達が悪く，コシダ，ウラジロ，ヤブコウ

ジ，ツルサンドウ等の常緑植物と，コウヤボウキ，ワラビ，ススキなどの璽緑植物が散生し，時
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タぬ

鷺
蔑

義

騨羅．
灘灘

　　　　　　瀦懸　　灘　　　畿蝉吟

懸1

鰯藝

離ぜ

無毒．

巽i難

蟻

要㌻解

弾捧鰐

　鑛議繍・講

Phot　22　尾根部貧養立地上のアカ

　　　マノ植林。
凸ηzβ6ω¢s蔓ガ。矯一Forst　auf　elnern　Rucken

（600m）

Phot．23やせ尾根に発達しているコ

　　　バノミツハツンソーーアカマツ

　　　群集自然林。

Auf　em㎝schmalen　Rucken　entwlckeltes

Rhododendroretlculat1－P玉ne－
tuxn　de貧slflorae（700m）
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。門跡ッバ，タチシノブなどが生育している。
ξ〕　一

　艀バノミツバツツジーアカマツ群集は，ヤブニッケイ，シロダモ，サカキ，カナメモチ等のヤ

ブッバキクラスの種と，リョウブ，クリなどを区分種とするリョウブ亜群集と，それらの区分種

群を持たない典型亜群集とに下位区分される。

　ジョゥブ亜群集はサカキ，カナメモチをはじめ多くのヤブツバキクラスの種を含む事からサカ

ギー繋ジイ群集の代償群落の可能性が高い。

　典型亜群集は，ヤブツバキクラスの種が比較的少なく，クヌギーコナラ群集と比較しても独立

性が高いことなどから，自然林としてのアカマツ群落であろうと考えられる。

　　　23）ハンノキ群落（河辺木本植物群落）

　　　　　漁Zππ8ノαpoπεcα一Gesel藍schafも（Bruchwa監d）（Tab．20）

　肱川ぞいの河岸段丘：の一部にハンノキが高木層に被度4と優占する林分が1ケ所みられる。林

内には，ヤブツバキ，ネズミモチ，クロガネモチ，ピサカキ，カナメモチ，サザンカ，アラカシ

などの常緑広葉樹，ハゼノキ，コマユミ，ヤマツツジ，ウツギ，ヒノキ，イヌザンショゥ，クリ，

アカシデなどの二次林の構成種の夏緑広葉樹，さらにハンノキ，オノエヤナギ，ヨシ，シケシダ，

アシボソなどの湿生植物がジャングル状に混生している。アオツヅラフジ，フジ，クズ，テイカ

カズラ，サルトリイバラ，ナツヅタ，ミツバアケビなどのつる植物がからまり人為的門下がきわ

めて強いことを示している。

　…般に，河辺や池沼周辺の沼沢地にハンノキを主体とした湿生林が発達する。林床が冠水する

排水の悪い立地に多く，現在水田耕作地に利用されている地域の大部分は，このハンノキ群落に

よって占められていたものと推定される。現在では，ほとんどハンノキ富然林は残されていない。

　　　　24）スギ，ヒノキ植林

　　　　　　Cr〃伽エπθrεαノαP・πεcα，　C距α配αεc岬αr’80δ加8α・Fors亡（Tab．21）

　スギ，ヒノキ植林は肱川上流域において，アカマツ植林とともに広い面積でみられる。アカマ

ツ学林が乾燥した立地を中心に植栽されているのに対して，スギ，ヒノキ植林は中性立地からや

や翻閏な立地を中心に広がっている。

　スギは日本特産の植物で，天然分布は本州，四国，九州，さらに屋久島に及び，日本全国に広

く植林されている。スギは一般に，土壌が深く，地味肥沃な谷筋や今戸斜地において最も旺盛な

生育をしている。

　ヒノキは福島県以南の本州，四国，九州に天然分布している。ヒノキはやや傾斜のある適潤筆

において最も睡盛な生育をするが，乾燥にも耐える力が強く，急傾斜地，尾根筋，岩盤上などに

も生育している。

　当調査地域で得られたスギ，ヒノキ植林は種組成により，キブシ，イワガネソウ，ゼンマイな
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Tab．20 ハンノキ群落
盈」πz偲ブα1）ω2ゴoo卜Gese豆lschaft

Nr．　d。　Aufn．：

Datum　d．　Aufn．＝

Gr6Be　d，　Probe温ache（m×m）：

H6he　d．　Baumschicht－1（．m）：

Deckung　d．　Baumschicht－1（％〉：

H6he　d．　Baumschicht－2（m）：

Deckung　d．　Baumschicht－2（％）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　Klrautschicht（rn＞：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzahl：

調査番号

調査月日

調査面積

高木第1層の高さ

高木第1層植被率

高木第2層の高さ

高木第2層植被率

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層植込率

出現岡三

　　A

　　9
　　’78

　　11

　　4
1G×30

　　13

　　70

　　9
　　20

　　4
　　4G

　O．3

　　40

　　60

Trennarten　d．　Gesellschaft：

丑二郷勿0痂0α

　sα♂㍑εα6勉1勿6箆sゴs

　飢㎎吻∫彦㏄召粥’勉傭

　ノ4孟勿π’π彿ノ4ρ0痂6％窺

　L忽麗S’γ襯ZO∂如S⑳1㍑〃Z

Sonstige　Arten：

　R幼欝’δπθ㎎εガ

の1証S祝θη欝観4二二♂劾svar．勿0耽欝

窮9κs伽〃z勿。航％辮

　1ヴ。粥θ解（諾α

　R乃螂sπco64αηθα

Eπ0η遡欝ぬ嬬var．‘ψ孟θπ偲

　銑θ勿’召漉α6吻z勿認α

伽0んθ♂0出門π〃3薦骨6㍑〃zvar，f漉㎜84勧z

　cσs如π6α6γ召ηα如

　勲9召η彿α窺漉π万6α

1～乃04046η470π加¢〃Z魏が

飾∫0δ儒彦πSS勿20π露

〃η4θ矯9如πoα

Q粥κκsg如κ6α

Tη6勿6αゆκsノわγ蝕θゴ

ROSθ翅％㍑解0翅

α滅Z彫㎎ηS薦α耀π♂勿α0αzvar．δη6勿彦γガ0ゐα

五〇痂6θπZノ砂0痂6α

み々θδ毎彦勿わんα如

Pθ加彦ゴoh麗㎜ρ0砂∂」の肱溜彫

群落区分種

　ハンノキ

　オノエヤナギ

　ヨソ

　シケシタ

　イボタノキ

その他の種

　フユイチゴ

　コチヂミザサ

　ネズミモチ

　イヌビワ

　ハゼ

　コマユミ

　ホシダ

　テイカカズラ

　クリ

　イヌザンショウ

ヤマツツジ

メダケ

ヤマコウバシ

アラカシ

シュロ

ノイバラ

ノガリヤス

スイカズラ

ミツハアケビ

イノデ

Bl　4．4

B21．2

S　十

S　十

K　3．3

K　十

S　十

K
K
S

S

S

S

S

S

S

B2

S

S

S

S

S

S

S

K
S

S

S

S

2．3

2．2

1．2

1．2

1．2

1．2

1．2

1．2

1．1

十・2

十

十・2

十・2

十・2

1，2

十・2

十

十・2

十・2

十・2

÷・2

十・2
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屈認喀伽伽勿・㈱va・・助・彪伽彫
β紹‘煙・伽沸S伽鰍祝va「・郷τS徽祝

Oo6醒」駕soア麗α磁嬬

を総♂6加ガ0励吻4α

P紹πτ磁10加如

躍窮鐸0‘粥フ⑳0窺C粥

孟露5∫oJoO忽加6勉魏万

Cαゆ初御伽解0η

α伽’郷0γゐガ伽臨’粥

Z）ゴ0300紹αノ0ψ0箆ZOα

ε含鴛が砿凶勿α

∫♂麟γ0鶴η面

撫ゐκ㎎ノ0φ0吻00

£1α拡2如。名伽β細

君霧拶α勿0窺αZ

α屠SS勿㈱S空var．加0η∫αZ

搬0航海α9伽ろη

搬γ醗επOCゴSSκS‘γ∫C駕かゼ4α如

況鋤4sノσ槻窺。α

ぬ846ガαSO卯246ηs　var．彫σZ解Z

α〃046⑫4γ0％’曲輪0’0溺％溺

！万OSω擢α’0々0π）

磁η24露αノ6ゆ0痂0α

擁［∫S6α日焼㍑s　sf73ε7ZS鴬

∠）町yoがθγ乞Sωツ漉塑SOπ諺

£彦御重0癩卿0伽θ箆Sθvaご．　Sが勿」∫⑳1勧Z

君7妙翔s観ρπ％o砂s

c幽晦ξ膨」2％彪

7フ～的ψ’θ万S勿0班6σ

饗膳解¢廊9臨π4麗疏9¢駕

勘4δ24sρσπ2鈎海鋸

β0ε1～彫（3η＠乃0♂08θπ’0θα

丁漉0海α07000S窺解0解

郷0粥π加0痂o㍑

0隠ツ0海κ辮ノ砂0短0π吻

ゐ彦s勿4ε鍍α粥召α孟α

アシボソ

ヤマカモジグサ

アオツツジラフジ

フジ

クズ

アカメガシワ

オオバウマノスズクサ

アカシデ

ツルウメモドキ

ヤマノイモ

サルトリイパラ

クロガネモチ

サネカズラ

ウツギ

ピサカキ

エノキ

カナメモチ

ツタ

ヌルデ

ヘクソカズラ

クサギ

オニドコロ

ヤフツパキ

ススキ

ベニシタ

ヒヨドリバナ

ヨモギ

ナキリスゲ

ハリガネワラビ

ハシゴシタ

ナワシロイチゴ

ナユヤブマオ

ヒメヒオウギズイセン

イタビカズラ

タチシノブ

メドハギ

S　十・2

S　＋・2

B互十

S　÷

B1十
B2十
B1十
B2÷
B2十
B2十
S　十

S　十

S　十

S　幸

S　十

S　十

S　十

S　＋

S　幸

S　＋

S　＋

S　十

S　十

S　幸

S　1．1

K　十

K　十

K　十

K　十

K　十

K．十

K　十

K　十

K　十

K　十

K　÷

K　牽

K　十

認査地Fundort；Nomura－cho野村町
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璽白

鍵
Phot．24　アカマツ植林地の林床はコナラ，クリ，タカノツメなどの夏緑広葉樹の芽生

　　　　えが多い。

Im　Unterwuchs　eines　P肋欝4θ㌶s哲。紛Forstes　wachsen　Jungp飴nzen　und　Keim11鍛ge　von

Q粥膨Ssθγη如，（hs彪πθα6廻πα彪un（玉Eり04∫o加π砿加πoびα郷（700m）．

　　　げ姦簿鰍

　　　　　　　　　　　Phoも，25大野山のヒノキの一斉植林地。

E量ntδniger　Forstbestaτ｝d　von　C肋㎜θ（ッρα漉。ろ孟zfsαauf　de狙Berg　Onoya凱a（850m）．
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聾欝
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轟 轟

　　　碧羅

護一　　　　　　　噸
　　　　　　　難

　　　Phot・26　密植されているスギ植林地は鍵盤が暗く，林床植物が乏しい。

Dicht　gepHanzter　Forstbestand　von　Cηρ’o卿θ吻ノ＠o㎎∫α乳　Die　Bodenschicht　erhalt　wenig　Licht

und　der｛Jnterwuchs　ist　sehr　sparlich（650m）．

轟鷺

　　’纏

馨

　　　・葦

翻
購．

難難

鰻藁

灘

欝 謎

難

羅　ド　　　　　　　　　　　し

灘一

回嬢
、嶺

離

離麟＿繁

講叢
　げ　し羨撒鍵勢

Phot．27下草刈りが2～5年間停止された，生長したスギ植林地は林床に低木がき

　　　　わめて豊：富に繁茂している。

C御オ。卿θ加ブζψoη加一Forst　mit　reichem　Unterwuchs（500m），
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どで区分される下位単位と，マルバウツギ，ナガバモミジィチゴ，カナクギノキなどで区分され

る単位の2つの下位単位に区分された。キブシ，イワガネソウなどで区分される下位単位は，調

査されたスギ，ヒノキ植林の中では最も湿潤な土壌条件とされる。一方，マルバウツギ，ナガバモ

ミジイチゴなどで区分される単位は，上記の単位に比較してより乾性である。この単位はさらに，

ミツマタ，ハナイカダなどの単位と，コウヤボウキ，カゴノキなどの単位の2つに下位区分され

羅

馨

鎌

雛縣

欝麟

Phot．28植林地は，植林後5～15年

　　　　まで立地が落ちつかず不安定

　　　　である。集中豪雨時などに災

　　　　害を起しやすい。

Aufforstungs飴chen　mit　N　ade玉holz　sind

豆abil．　Taifune　oder　sehr　starke　Regen－

9蔵sse　erzeuge逡oft　Bergrutsche　und　andere

Katastrophen（600鵬）．
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た。さらに，コウヤボウキ，カゴノキなどの単位は，イヌツゲ，コクランなどで下位区分された。

これら下位単位の中で，ミツマタ，ハナイカダなどの単位は，コウヤボウキ，カゴノキなどの単位

に比較して，その生育立地がやや湿性であると考えられる。イヌツゲ，コクランなどで下位区分

された単位は，今回調査されたスギ，ヒノキ植林の中では最も乾性な立地であると考えられる。

上認の結果と植栽樹種を比較してみると，より湿性な立地にはスギの植栽の比率が高く，・より乾

姓な立地にはヒノキの植栽の比率が高くなっていて，立地にあった植林が行われていることが理

解される。

　今回調査されたスギ，ヒノキ植林は，ほとんどの林分が亜高木層を欠いた3層群落である。こ

れは最近まで人為的管理の程度が大きかったと考えられる。しかし，低木層にぱ，潜在自然植生

構戚種である常緑植物が多く復元していることは，現在では人為的管理が少なくなったと考えら

れる。

灘鑑

　　　　r繧

纂灘撫
　　鐸

蟹幽

翻蕪
　　蕊編

Phot．29植栽直後のスギ植林地。
Zustand　nach　der　Au珪orstu識g　mit　Cりφ’o耀吻卿ρo痂。α

（700m）．
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　　　Fig．10　スギ植林断面模式

VegetatiQnspro餌des　C物ゆ。卿6磁ノ砂。η2ヒ伊Forstes

0わ膨伽認αノ4ρoπ磁

・肋αのα知ρo鴛磁

磁〃磁吻彫。〃ガs

ハ尼。薦S醐SεπCθα

E㍑ηαブαρ（珈。α

ε砂鱗ク砂。卿。α

翫η4ゴ纐olo規醐距α♂

Q麗繊381醐。α

9．取チヂミザサ

10．ビナンカズラ

11．ナキリスゲ

12．オニカナワラビ

13．フユイチゴ

14．　ヤブコウジ

15．キヅタ

1112

の」奮〃観硲襯4漁励」嬬var．ノ‘ψひ

加。粥

勧お％駕ノαρoη磁

。α㎎κ1θ窺α

POら癬伽卿S伽ψ1ゴ（ゴ0γvar．鋤りγ

R％δ鰯δ麗㎎伽

／1励sJαブ砂（痂。α

旋4θ昭励0η¢舵α

　　　　25）モウソウチク林

　　　　　　pんμJos置αcん〃s　heごeroc〃cZα釜．　p配わθ8cθπS－Bestan（董（Tab．22）

　モウソウチクは中国南部の原産で，我国には江戸時代に渡来したといわれる。モウソウチクは

幹の表面が軟く，光沢がなく，材は良質とはいえない。もっとも一般的な利用方法はたけのこを

食用にすることである。

　モウソウチク林の大部分は山地の中腹以下で，谷ぞいの凹状地にそい，厚い腐植土と年聞を通

じて空中湿度の高い場所によく発達した竹林が存在している。肱川上流域においても，山地下部

の谷ぞいの凹状地や山足部，屋敷林などに多くみられた。

　モウソウチク林は種組成的には，この竹林と結びつく固有種はなく，主に人為的管理の程度や，
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その立地の潜在自然植生によって出現する種が異なってくる。今回得られた2つのモウソウチク

林の資料でも，シュロ，リンボク，ナンテン，フユイチゴ，ビナンカズラ，ヤブコウジ，ベニシ

ダなどのヤブツパキクラス域の常緑植物の生育が多くみられた。またイヌビワ，ササクサ，ミズ

とキ，ヘクソカズラなどのマントやソデ群落の構成種も多くみられた。野村町伊勢井谷で調査さ

れた林分には，草本層にミズヒキ，ヌスビトハギ，ドクダミなどが高被度で見られた。このモウ

ソウチク林はやや湿性で，しかも人為的影響が相当加わっていると考えられる。一方，宇和町東

多繊で調査された林分は，スダジイ，ヤブツバキ，アラカシなどのヤブツバキクラス域の潜在自

然植生構成種が多く復元しており，前者より人為的影響が少ないと考えられる。

　以上のようにモウソウチク林では，人為的管理の程度や，その立地の潜在自然植生によって出

環種が異なってくる。しかも出現種によってその立地の潜在自然植生が理解される。

難敵
　　　　　セジ　　r驚鷺・

＿心証膿鍵＿騨

裁額霞甕蓮鑛

　隔羅照鹸＿

　　　　　　　　Phot．30斜面保全の機能も果すモウソウチク林

測τ夕1♂os’αc勿s乃αεπ）のノoJαf．≠）κ∂θso6窩一Bestand，　der魚r　den　Hangschutz　eine　bedeutende　Rolle　spielt

（250m）．

　　　26）クズーウツギ群落（訳義植物群落）

　　　　　　P麗εrαrεα‘06αオα一1）e配諺εαc｝●θπαごα一GeseUschaft（Ma龍tel－Gesellschaft）（Tab．23）

　森林が素地や草原と接する林縁部や，数年を経過した伐採跡地には，陽生低木やそれに巻きつ

くつる植物を主な構成種とするマント群落が生育する。野村町の山足部では，大きな三小葉が目

だつクズや，ナツフジ，ヘクソカズラ，ミツバアケビ，スイカズラ，ヤマノイモなどの多数のつ
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る植物と，ウツギ，ノイバラなど林縁部に多く出現する低木で区分されるクズーウツギ群落がみ

られた。群落内には，ナキリスゲ，アラカシ，ビナンカズラ，フユイチゴなど，常緑広葉樹林

域に広範囲に見られる種群が生育している。

　マント群落は成立年数によって種組成が異なる。たとえば通し番号1は，ヒメミカンソウ，オ

オアレチノギクなど好窒素性の一年草，越年草や，ヤマハッカ，イナカギクなど山地の開放地に

出現する多年生植物で占められ，低木類はわずかである。一方，遷移の進んだ通し番号2は，ク

サギ，アカメガシワなどの陽生低木やナガバモミジイチゴが2mに達する低木層を形成している。

　　Phot．31道路のり面の先駆植生の一つ，ヌルデーアカメガシワ林

R燃加α疵α一纏〃。嬬ノαρ傭αβ一Bestand，　als　Pionier一Vegetation　am　Hang　langs　eines　Weges

（200m）．
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Tab．23 　クズーウツギ群落
Pκθ解π’α♂oδα’α一加π癖α（2γθηα彪一Gesellschaft

L照，Nr。＝

蛋r．d．　Aufnahme：

Dat疑m　d．　Aufnahme：

恥he廿．　Meer（m）：

蓬lxpOSitlon：

Neigung（。）：

Gr6Be　d．　Probeflache（鶏×m）：

通し番号

調査番号

調査年月日

標　　高

方　　位：

傾　　斜

調査面積

　　　1　　2

　SO
　　12　164
　’78　　’77

　　U　　11

　　4　　17

　211　290

　SE　　S
　　45　　15

2×5　3×10

｝至6he　d．　Strauchschicht（m）：

三）ecku漁g　d．　Strauchschicht（％）

頁6he　d．　Krau£schicht（m＞：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

低木層の高さ

低木層植被率

草本屠の高さ

草本層植被率

　　　　　2

　　　　90

0．8　0。5

90　　70

A．rtenzahl： 出現壷口 28 31

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　凸4θ解π㎏10ゐ6Z如

　08㍑々2αご㎎ηαむ

　漁んθ玩α’勿わ1ゴα如

　躍ゴ〃θπ毎ブ砂0ηゴ0α

　Roεα彫¢f〃躍0η

　ぬ6ζ勘η’αSαZη4θη5　var．η2αゴ㎎ガ

　ムγ90漉麗〃3ブ0カω2ゴα6甥

　．ゐ0ηゴ‘召2η力ρ0πゴ（η

　Z万OS60㎎αブ砂0ηゼαZ

　／1々θδガα9厩η認α

　脂玉ηψθJqかsゴsδ㎎η砂¢4ππ伽如如

　α’OSCO廻α（～Z4ガη（～鰐Joろα

Be蓼1eiter：

　躍ゴ∫αzη’ん％ssゴηθ7¢sガs

　勘塘0ηπ〃Z6凋）ゴ4α伽初

　磁一々η如

　Q雄焔微s8彪παz

　癒4S冴π～ゴ曜）0πガα～

　銑8αsガ％¢ηs空

　1～z4δ㍑sδ膨響7ガ

群落区分種

　クズ

　ウツギ

　ミツバアケビ

　ナツフジ

　ノイバラ

　ヘクソカズラ

　カニクサ

　スイカズラ

　ヤマノイモ

　アケビ

　ノブドウ

　カエデドコロ

随伴種

　ススキ

　イタドリ

　ナキリスゲー

　アラカシ

　ビナンカズラ

　チャノキ

　フユイチゴ

S・K

旦・K

旦・K

量・K

旦・K

量・K：

　　K

　　S

　　S

　　S

　　S

　　S

　K
S・K：

　K
　　S

　　S

　S
　K

5・4

1・2

÷

÷

十

1・2

1・2

　●

　●

　り

　●

　●

2・2

十・2

十

　●

　●

　●

　●

3・3

3。3

2・3

2。2

圭・2

十・2

　■

2・2

2。2

1・2

1・2

十

や・2

1。2

　■

1・2

1・2

十・2

1・2

禺翼一一踊の種

AuBerdem　le　ei㎜al　in　Lfd．一Nr．1：肋燃襯卿1伽魏var．励螂6〃纏ワラビK－2・3，　Ag嬬卿α伽一

　〇躍εs　ヒメウズK－1・2，1～％δ％s1短π荻）～初sナワシロイチゴK－1・2，／1漉卿鰯αρガπ6螂　ヨモギK一十・2，

　伽傭60γ㎎あん♂α彪　カタバミ　K一口・2，ルs’∫o毎ρ”6π彫加％svar，16π6αη劾α　キツネノマゴ　K一÷・2，翫70・

　8肝脳卿加魏勿επ吻var．ρo加彪6伽吻　アシボソ　K一十・2，　S6∈ψ漉’漉κ吻’θηzα伽彿　フコ・ノハナワラビ　K一十。

　2，0s吻観ぬブ砂。痂αzゼンマイ　K一÷，　S纏磁κo雇解サルトリイバラ　K一十，Eガ8θπ漉sκ〃魏紹ηs奮　オオア
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　レチノギク　K一十，P1θo磁η漉郷勉ガεκ粥　ヤマハッカ　K一牽，助1如％魏鋸郷sπ万朗s空　ヒメミカンソウ　K一十，

　E塵670π伽π纏sヒメジョオン　K一十，五〇1珈彫sp．　ドクムギ属の一種　K一十，・4s’ε7α98鰯厩4θs　var．sθ甥盛

　α彿力1廊6απ薦イナカギク　K一十，五欝ρ646zα如初θ刎osα　イヌハギK＿÷，α癖κ辮s吻伽卿（2）　ツクシアザミ

　K一十，in　2：漉110劾sブ砂。豊浦s　アカメガシワ　S－1。2，βo醜〃26吻s勿6θ’α　コアカソ　S－1・2，αε塑4θη6γoη

　’沈勿め初％翅　クサギ　S一÷，Rぬκ∬πoo6面η6α　ハゼ　3十，ノ～配加5卸♂甥α’薦　ナガパモミジイチゴ　S－1・1，

　0日傭隅6％螂襯4厩α彦加Z勉svar．ブ妙。痂。欝　コチヂミザサ　K－2・2，πθ⑫’θγガsσ6闘吻勿β如　ホシダ　K－2・2，

　五夕oo万s擢4毎彪　ヒガンバナ　K一十・2，　Sα♂加αノαρo痂。α　アキノタムラソウ　K一十，勘’薦髭おブαρo忽6κs　フキ

　K一十，勘π躍晶出60㎡諺α　ドクダミ　K一→㍉五S陀γεαめθγ　シラヤマギク　K一÷，遼8”初0π血ノα」知πあα　キンミ

　ズヒキ　K一十，C傭勉初sp．アザミ属の一種　K一十・2．

調査地Fu磁orte：1．　Nomura－cho　in　der　Pr議fektur　Ehime愛媛県野村町2．　Setagawa，　Nomura－cho　in

　der　Prafektur　Ehime　愛媛県野村町瀬田川，

　　　　27）　ケネザサーススキ群集（刈取草原）

　　　　　　Arun虚童nario　pygmae3e－M茎scanthetum　sine飛sis（Streuwiese烈）（Tab．24）

　火入れや刈取りで持続するススキの優占する草原は，古くからカヤトと呼ばれ，屋根ふきや牛

馬の飼料のため，集落周辺に確保されていた。肱川地区では，現在，集落周辺の小規模な草原以

外は，本来の郷土種による大規模な草原は冤られない。大野ケ原や赤森山地方における草地は殆

ど外来牧草のは種による人工的な草地造成によるものである。

　本地域においてはこの種の草原はむしろため池の周辺部の堤防に見られる。堤防は少なくとも

年一回の刈取りや火入れなどの管理が行われるため，あたかも採草地と岡様な立地条件となって

いる。4地点における調査資料によれば，この地方のススキ草原は21～40種で構成され，スス

キ，トダシバ，ネコハギ，ヤマハギなどが高い二度・高常在度で出現している。ススキクラスの

種としてはミツバツチグリ，ノアザミ，オミナエシ，ヒヨドリバナ，ワラビ，アキノキリンソウ

などがあげられる。これらの植物の生活形はすべて多年生草本植物であり，生育形は叢生するイ

ネ科植物を主に，広葉直立型，分枝型などが優占し，群落全体としては粗放的な刈取り管理に対

応した相観を示す。

　刈取りの回数に応じて種組成はきわめて変りやすく，管理が粗放になると，ヘクソカズラ，圃ナ

ツフジ，テリハノイバラ，サルトリイバラ，クズなどのつる植物や，ネムノキ，アカマツなどの

高木の芽生えが生じてくる。

　群集の所属は調査資料の不足のため，決定的ではないが，関東地方のアズマネザサーススキ群

集に対応する関西地方のケネザサーススキ群集として扱っておく。

　なお，森林伐採のあと植林地の幼苗時期にも一時的にススキの草原が形成される。その分布は

植生図にも示されて山地の各地に点在している。この草原はススキが優占するが，他のススキク

ラス構成種は殆ど出現しない。
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Tab、24　ケネザサーススキ群集　　Arundinariopygmaeae－Miscanthetulnsinensis

　　　　　　（Miscanthio塾　sinensis）

L致叢，Nr．：

D農t慧md．　Aufnahmeぐ77）：

薮6he蔵」Meer（m）：

王£xpositlon：

蕪eigung（o＞：

通し番号

調査月日

海抜高度

方　　位

傾　　斜

　　1　　2　　3　　4
8／31　　9／1　　9／2　　9／4

345　　　150　　　240　　　250

　E　NE　　£　NW
　30　　　　45　　　　30　　　　30

琵曲ed．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Krautschicht（％＞

Deckung　d．　Moosschicht（％）

植生高

草本層植被率

コケ層植被率

100

90
60　130

90　　95

80

80

30

Aごtenzah1： 出現月数 21 25 27 40

Kenn＿u．　Trennarten　d．　As＄，：

　緬∫oση≠ぬ鉱ss毎2672s夢ε

　遼π4η4∫ηθ〃召ぬゴ吻

　ゐ6輿）認6宕αρπOSα

　Lε鐘）ε4¢zα腕coJoγf．αc％琢～〕鹿α

　勘’η’％忽〃ガ〃0∫α

　必わ’θη海〃。プ弛ツηゴαηα

　飽’ガη如SOα麗03α⑳1毎

　Cが鮒ガκ〃Zノ砂0ηゴ0κ〃Z

競御’0ガ膿船幅鷹var．　S勿励伽伽η

　P纏’4f撚α卿磁蹴var．纏郷。漁窺

幽幽㎎0加漁船襯αvar．αS3α伽

蚕3ξ壌1eiter；

　！解δた彪ゴ％♂あ瑠εガη

　施ξ～6毎η㍑SαZη66η∫var．彫αガ形ガ

　CO66鋸1％50γ∂’0κ♂α’郷

　鈎メ）¢γlc㍑〃zεγ¢c飯野

　蔽〃6’廊αノ妙0ηガ（7α

　1～o∫α躍ゴ。んκηガα％α

　（〕曽規Z4η6」αメαカ07¢ゴαZ

　メ1κ（ヨ彿ゴ∫れρガ％6的）s

　弱0如8ηや00θ燃

　s．η乙認ακc髭ゴηα

　ゐゆ64θ9αα6η飢如

　R2の～βρα塑⑳」ゴ欝

　勿90漉π窺ブαρ0η∫0κ吻

　鞠z4奮θ伽〃3α7〃θηsε

　8霊‘η6ブ0カ0πガαZ

標徴種および区分種

　ススキ

　　トタシハ

　不コハギ

　ヤマハギ

　オトコエシ

　ミツバッチクリ

　オミナ湿シ

　ノアザミ

　ヒヨドリバナ

　ワラビ

　アキノキリンソウ

随伴種

　ネムノキ

　ヘクソカズラ

　カミエビ

　オトギサソウ

　ナツフジ

　テリハノイバラ

　ゼンマイ

　ヨモギ

　タチツボスミレ

　サルトリイバラ

　メドハギ

　ナワシロイチゴ

　カニクサ

　スギナ

　ピサカキ

3●3　　3●3　　4●4　　4。4

2●3　　4●4　　2●3　　1。2

1。2　　 2。3　　　十　　　十92

3。3　　］、。2　　2．2　　　．

1・2　　　十　　　王01　　　0

　・　　　十●2　　2。3　　十・2

2●2　　　1●2　　　0　　　　．

。　　十　　十。2　　・

　●　　　→一●2　　　・　　　十●2

2・2　　　．　　　　．　　　2・2

2・3　　・　　。　　÷

十

1・2

1・2

　ら

　●

3・3

　●

　●

　●

　■

　o

　●

　■

　●

1。1

十

÷・2

　●

十

十

　●

十・2

十

十

十

　●

　■

　●

　●

十

十

　●

十

÷

十・2

1。2

　●

　●

　●

　●

1・2

十

÷・2

÷

　●

十

十

十・2

十

　●

　●

2・2

十・2

十

十

1・2

十・2

十

　●

1土i境／回の種

Auβerdem　le　einmahn　Lfd．一Nr．1：乃ηπs吻ηs哲。㎎　アカマツ　1・2，1～ん04049η470η舷θ〃2魏ガや曹マツツジ

　圭・2，レ匠総’70θ〃z毎8窃η加　コガンピ　1。2，瞼ooz’η伽規oJ4勿初ガ　ナツハービ　÷，　P飽漉ブの）o痂αz　アセビ　十，

　蔽zcJαびα00吻彪タケニグサ十，鼻）04のρ（碧ηη辞麗ガ0欝オナアプラススキ÷，ぬ10㎎Js甥あη窺加アリノトウグ

　サ，海2：1勉卸’o万％駕1碗〃卿η㍑〃zサワヒヨドリ　1・2，A卿漉θ’毎初漉。αvar．8ηo漉∫ナンバンギセル　2・2，
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　君s’εγsoα加γ　シラヤマギク　1・2，盈η670ρ080ηδγ卯荻）♂ゴ硲　ウシクサ1・2，　K銘解晦¢塑〃毎s∫ガ認αヤ・・ズソ

　ウ　十，1吻〃。劾sブαカ。疵。鰐アカメガシワ　十，勘即η卿α曜。肱万物　イヌザンショウ　十，in　3：銃6彫αあ

　ノαρo痂。α　メガルカヤ　3・3，1）μη加磁擁〃。∫α　ヒメクズ　1・2，P観。δZαs’κs　4翻。勧s　var．　gJα加γ　ネザサ　2。3，

　．4漉砺s伽ノαヵ。卿㏄　オトコヨモギ　2・2，加ρ6磁αρy♂初〃ガ。αvar．肋餓忽ガチガヤ　2・2，碗。‘αo〃畝｝一〇δ♂oη8召

　ナガバタチツボスミレ　王・2，D彪野牛s　sψεγδπεvar．　Joη8’o畷yo助κs　カワラナデシコ　十・2，　P1召6’駕π漉紹

　∫瞬醗κsヤマハッカ　十・2，P玩勉70砂θ撒麗魏ゴ妙（珈伽翅　コシォガマ　十・2，（勤昭κηθγ槻如　シパスゲ　幸，

　、4”θ吻ガ∫毎々46♂　ヒ一門モギ　十，in　4：P吻名αγ」αZoδα如　クズ　1・2，み魏餌～oρs奮ゐ惣θψθ4κηo嘱σ如ノブドウ

　1。2，S観加αノ＠o卿6α　アキノタムラソウ　十，　Wお陀ガα伽。海yゐ。’那　ヤマフジ　1・2，ゐゴガ。勿卿初oγ　ヒメヤブ

　ラン1・2，Rosαz擁。ぬ鋸解毎ηθテリハノイバラ　1。2，　Po顔go麗劾吻060搬伽㎜var，ρ」π塑oγ麗翅　アマ｝ごコ

　P　十，αθ㎜’ゴs’6物解。勉　センニンソウ　十，五〇％記8解ブαρo痂6α　スイカズラ　1・2，五々θ諺α’吻Z融忽　ミツ

　バアケビ　÷，＆耀謝砂勿漉ηψo卿侃　シシガシラ　÷，勘伽融ノ砂。漉08　ヒメハギ　十・2，4ε詑7㎎8昭嬬偽

　var．0搬置粥　ノコンギク　十，踏礎ゆ≠θ腐α0κ彫勿α如　ホシダ　十，魏露2宛Cγ6ηα’α　ウツギ　率，0瓢傭00γ・

　π初♂磁　カタバミ　十，A舵伽gκ吻磁　アケビ　十，勘励伽00趣鋸加0郷が4α如　ツタ　十，　C召獄」θη忽

　ナキリスゲ　十，Dlb∫oo彫α’o々。名。　オニドコロ　十，砺）η％窺spec．ハイゴケ　3・3．

調査地F㎜dorte：1．　Shoin－ike松陰池，2．4：Shirokawa－cho　城川町，3．　Uwa－cho　等：和町．

　　　　28）ユウガギクーヨモギ群集（路傍植物群落）

　　　　　　Ka藍imerido－Artemisietum　pri轟cipis（Wegrand－Pf量anzengese蓋lschaft）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C｛】ab．25）

　人家周辺の空地や農道の路傍，林縁，またぱ果樹園内などにおいて，ヨモギを主とする植物群

落が見られる。群落高は50～100cmであり，10数種の主として広葉多年生草本植物より構成され

るが，1年生草本植物も多かれ少なかれ共存する。植被率は90％以上に達し，密生している植物

が多い。

　肱川流域の各地において調査されたヨモギ群落は，ヨモギ，ツユクサ，アシボソ，イヌタデ，

スイバ，キツネノマゴ，カラムシ，ヒナタイノコズチ，ゲンノショウコ，チカラシバなどの植物に

よって構成されている。これらの種群は，本州に広く分布する路傍植物群落のチカラシバ一霞モ

ギ群団の標徴種である。関東地方におけるユウガギクーヨモギ群集とは，標微種であるユウガギ

クが欠けているため，同群集にあてるためにはなお多くの資料との比較が必要であるが，今回は

ユウガギクーヨモギ群集の一断片として扱っておく。

　ユウガギクーヨモギ群集の立地は不定期な人間の立入り，刈取り，または時に火入れなどによっ

て群落の遷移が停滞し，これらの管理や干渉が継続することによって存続している。生育立地が

耕作地や道路に接するため間接的に栄養分の供給を受け，シバ草原やススキ草原よりは富栄養な

状態にある。しかも沖積地においては水分条件にも恵まれ，過湿かあるいはやや乾性な状態にあ

り，広葉植物の生育を支えている。

　ユウガギク一三モギ群集の下位群落としてチカラシバ亜群集とカキドオシ亜群集が記録された。

前者は日の当る路傍に広く分布する。カキドオシ亜群集はクリ園で記録され，半陰地生の群落単

位である。

　群落の季世は，ヨモギやゲンノショウコの早春の芽出しがとくに層立つ。多くの植物は秋季に

開花する。冬季にはヨモギの黒褐色の枯枝が，隣接群落のススキの黄褐色と対照的である。
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Tab．25　ユウガギクーヨモギ群集（チカラシバーヨモギ群団）Kalimerido－Artemisietum

　　　　　　principis（Penniseto－Artemisionprincipis）

翼r．d．　Aufnahme：

殖6he資．　Meer（m）：

Gr6Be　d．　Probe且ache（m　x　m）：

租6he　d．　Strauchschicht（m）＝

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

董｛6he　d．　Krautschicht（cm）：

D㏄kung　d．　Krautschicht（％）：

調査番号

海抜高

調査面積

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層植被率

　　1　　2　　3
　177　　　150　　　250

0．5x5　0．5x5〔｝．3x20

30　100　　60

90　　90　1GO

　4　　5　　6
230　　　790　　　330

1x5　0．5×5　10x10

50

90

40

90

8

80

30

60

　7

330

5x8

　6

70

50

80

A蛇enzahl： 出現種目 27 23 20 21 19 28 30

Kennarten　d．　Ass．　u．　Verbandes：

　ノ17彪彫zszαρη72（助s

　CO7％規8♂カ2α00η¢η2πηゴS

鰯αη興野彿砂州廟θ％窺var．ρ0加如6伽吻

　P∂顔90η駕〃210㎎歪∫ε劾卿

　RZ4解〔切α6θ’05α

加’漁卿（沼彫伽svar．」膨碑伽
　Boθ海初θγ昭πψω20フ¢Zθεα

　Ao伽απ漉召∫ルππ函

　∠4〃ゆ勉αzゆααz醜幼67臓

　08πzη勉η2漉％ηδθ㎎ガ

　ノ1JJ勿窺97僻’

Trennarten　d．　Subass．：

飽％痂Sε伽〃Zα勿召0κγ0∫6セ∫

s2如ガα9ぬ240α

艶如ガα毒δ87∫

孟かん肱0η海冬が4欝

班ゴs‘αη’ぬπssゴフ¢6ηs∫3

加ρ脚彪σ伽伽0αvar．々08π顧

　c認彪παz6解ηζz彪

　Lo瑠C6πσαカ0痂αZ

　飽s伽。α勿γη忽π㎜

　G1θ6ぬ0㎜ぬθ46紹0αZ

　＆Z1拡αブ4ρ0卿αZ

Begleiter：

　♂4字目γ卿勉’0毎θs　var．0〃α’鰐

　（肋κS‘0η2f餌如忽

　＆6〃αガα召（1παだ6α

　α欝冒用ノ。ゆ。癖。κ吻

　砺力α1κη¢〃3κη加卿’ゴ

　爾κ空召伽掬αγoθ駕θ

　絢11勿即8ηoπ1勿zα

　ぬθ6～θη嘘SαZ72ゴ〔37¢s　var．ηZ厩昭ゴ

　月ご～π㎏0αS毎’あα

　1～諺4δκsh〃sz4∫24s

群集および群団標徴種

ヨモギ

ツユクサ

アシボソ

イヌタデ

スイバ

キツネノマゴ

カラムシ

4・4

十・2

1。2

2・2

1・2

→ト・2

o

ヒナタイノコズチ・

2・3　2・2

十・2　十

1・2　1・2

十・2

●

o

　0

3・3

　■

●

2・2

1・2

　●

十・2

3・3

÷

1・2

1・2

十

十・2

2・2

1・2

÷。2

3・3　1・2

。　　2・3

　o

十・2

1。2

　●

●

●

　ヤフマメ　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　’

　ケ∫ンノショウコ　。　　。　　・　　。　　2・2

　ノビル　　　　　　　　　・　　　　。　　　　・　　　　。　　　1・2

亜群集区分種
　　　　　　　　　7＿一　幽■　●騨騨層　胃一一一曽幽曹曹一骨PP，F畠一魅幽　ρ　匿曹一　騨“FP匿幽　幽　ロ曹冒　層騨脚
　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　チカラシバ　　ほ・2
　　　　　　　　　　：
　キンエノコロ　凱・2
　　　　　　　　　　：

アキノエノコロil・2
コブナグサ　　i．
　　　　　　　　：
ススキ　　　i1・2
　　　　　　　　：
チガヤ　　　　ほ・2
　　　　　　　　1

1・2

1・2

÷・2

十。2

1・2

1・2

4・4

1・2

十

2・2

十・2

2・3

十

十

十・2

÷・2

●

●

●

　●

十・2

1・2

2・2

÷

2・2

十。2

1・2

十　　1●
　　　；

十　　：’
　　　：

。　　1・
　　　：

＋・2i・
　　　：

　　　　　　　コ　ロ

　　　：

．　　1．
　　　：

」幽曽曹一，¶胃“F・臨幽・曹騨胃“P－F一一一曽・・■曹一騨一“雫畠畠・・幽一冒冒脚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
　クリ　　　　　　　　・

　スイカズラ　　　　・

　トボシガラ　　　　・

　カキドオシ　　　　・

　アキノタムラソウ・

随伴種
ノコンギク

カタバミ

ウシハコベ

ノアザミ

スズメノヒエ

スギナ

ヒメクク

ヘクソカズラ

オオバコ

クサイチゴ

1・2

十・2

十・2

　●

十・2

●

●

o

o

●

辱

。

■

●

●

亀

●

o

o

3。3　　・

・　　十・2

●

●

1・2

十

十

十

●

●

●

十

●

十

。

十

o

o

■

o

●

1・2

÷

十

÷

●

o

●

●

　●

十・2

●

o

o

2・2

　●

十・2

　●

十・2

÷・2

十

●

●

●

1・2

0

1。2

十

2・2

●

十

●

●

1・2

1・2

●

●

●

●

●

●

曹一・・暫塵曹畠一■一曹一一7， u

i5・4

i2・2

ll・2

；2・2

1十・2

4・3i
　　　：
2・2　1
　　　：
1・2　1
　　　：

十・21
　　　：

1・2i
　　　匿L　＿　＿　P　＿　F　＿　P　静　■　匿　曹　一　．　冒　一　一

■

●

●

十

。

●

十

2・2

1・2

2・2

2・2

十

1・2

十

●

●

o

1・2
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丁勿bJ勉初γ砂θ郷

β万9εzoηsκηαケ伽s空

列磁伽8πs’加伽

D磐磁γ如α4∫oθ雇伽s

Po塘。撒甥6ゆかぬ’％初

ル∫伽os’磐伽㎜ブの。癖6％辮

シロツメクサ　十・2　÷　　●

オオアレチノギク十

ヤハズエンドウ　1・2

メヒシバ　　　　　 ・

イタドリ　　　　十

ササガヤ　　　　　・

十　　　・

o　　　　　　　．

1・2　十・2

●　　　　　　　o

o　　　　　　　●

．　　　　　　　●　　　　　　　・　　　　　　　●

●　　　　　　　●　　　　　　　・　　　　　　　●

・　　・　　十　　　・

o　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●

1・2　　・　　。　　・

●　　　3●3　　2●2　　　・

出現1回の種　Au8erdeln　je　einmal　in　Aufn．　Nr．1：R麗∂κs卸γ〃〃bJ歪κs　ナワシロイチゴ　1・2，　R％あααんα”8　ア

　カネ　1・2，Eηg70sガs々γ7κg碗¢α　カゼクサ　十・2，伽8γos’乞sα〃微♂α　シナダレスズメガヤ　十・2，施s劾‘召

　αγ吻4魏㏄θαオニウシノケグサ　十。2，翫ρ加γδ毎御㏄協α如オオニシキソウ　十，勘痂伽辮翫s尿。α伽祝　ヌカ

　キビ　十，丁励1珈珊卿’6πsθアカツメクサ　十，in　2：1～吻2醐ブ砂。卿6κ∫ギシギシ　÷，　Ho％勧ツ痂αooπ♂砿α

　ドクダミ　1・2，κ々距耀万sρ腕ηα’哲4α　ユウガギク2十・2，∬㎜ρα舵π∫ηoJゴー’伽gθ昭　キツリフネ　十，　in　3：

　Po’6海”如々18珈毎ηα　オヘビイチゴ　十，　K勿初甥θγo加αs’γ磁α　ヤハズソウ　十。2，功4塑60砂」θ昭日日。昭　オォ

　チドメ　十，in　4：β鱒規％s　oα’加癖α聡　イヌムギ　1・2，、4g箔01野roη々σ初のゴ　カモジグサ　÷，in　5：．48ガ彿。痂α

メαρo痂6α　キンミズヒキ　1・2，α珈oρ04勉吻8γαo舵　トウバナ　1・2，Gεκ珊ブα加％あπ勉　ダイコンソウ　1・2，

　1～αη％ηoπ1％sgκθφθθγ∫θ簿舘s　var．81α加γキツネノボタン1・2．　Pガ」θα辮。ηgo1詫αアオミズ1・2，　in　6：P陀帰

　4∫z‘規αgκ漉η％ηzvar．」α’幡。％伽祝　ワラビ　1。2，　Cり弼。彪6海αブ妙。痂侃　ミツバ　十。2，＆泓如s勿θηs～sツル

　ポ　÷。2，1）κoh6sη6α碗漉。αvar，吻のoγ　ヤブヘビイチゴ　十・2，　Dガ。εooγ2αノ妙。痂。α　ヤマノイモ　十，五型（4）θ

　ρZαちゃ勿Z1αヤブラン　十・2，ゐ怨04珈勉ノ妙。卿。％初カニクサ　十・2，　in　7：Roεα初κ〃躯。解　ノイバラ　十・2，

　厩万∫4θゐ漉5　オオジシバリ　率。2，〆1々θ玩αg厩ηα云θアケビ1・2，ノ101脚η漉θs知ρo勉。αヒカゲイノコズ

　チ十，α初oρoゴ勿初。痂％ηs6　var．加γび鋸。π6窺クルマバナ1・2，∬θゴ6η痂。〃zδθαキヅタ十・2，　Cφ勉oρogo％

ブ妙。痂6κs　ジャノヒゲ　1・2，勘4％辮δ鼠ろ舵剛吻　コモチマンネングサ　十，P日刊万αZoδ認αクズ十，施辮θ70－

　6α1傭ル♂槻var．　Zoη9髭κ6α　ノカンゾウ÷，こ1～駕％sカαγθ加」彪　アキニレ　十．

調査地Fundorte＝1．野村町，2．，3．，6．城川町，4．　中通，5．高這，7。松尾瀬．

　　　29）ベニバナボロギクーダンドボPギク群集（伐採地草本植物群落）

　　　　　　Crassocephalo　crepid圭oid呈s－Erech匙itet慧m　hieracifo1圭ae

　　　　　（Xahlschlaggesellschaft）（Tab．26）

　森林が伐採された跡の有機物の多い開放地には，直ちに好窒素性の1年草が侵入し，伐採跡地

に特有な草原を形成する。これは，ベニバナボロギク，ダンドボ御飾ク，オオアレチノギク，ヒ

メムカシヨモギ，ヤクシソウなどのキク科の風散布植物や，ヒヨドリジョウゴ，ハダカホオズキ

などのナス科植物，タケニグサ等で特徴づけられ，常緑広葉樹林域に広く出現するベニバナボロ

ギクーダンドボロギク群集としてまとめられている。

　調査区域内においても標高にかかわらず，上記した種群が群集標三種・区分種として認められ

る。本群集はさらに，コウゾ，ネムノキ，ヤクシソウ及びキランソウで区分される強群集と，ク

マイチゴ，ナガバモミジイチゴ，ホウロクイチゴ，カナクギノキ，ヤマグワ，オカトラノオ等で

区分される亜群集に細分される。

　また草原の中には，亜群集区分種にあげられた植物をはじめとして，多数の低木類の芽生えが

混生している。たとえぽ，イヌザンショウ，タラノキなどの有刺低木植物や，ヌルデ，クサギ，

アカメガシワなどの陽生低木，クサイチゴ，パライチゴなど1軌蝕ε（キイチゴ属）などである。

これらは数年の後，ベニバナボロギクーダンドボロギク群集に代わって陽樹林を形成する。
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霧

霧鞍

　　　Phot。32　切跡群落。ベニバナボロギクーダンドボロギク群集の生育地。

BestandδerKahlschlag－GesellschaftCrassocephalo　crepidioidis覗rechtite亀um

hierac圭fo1呈ae（800m）。

繕

難　内

・欝

欝癒

難灘

難稲

叢露欝蝿難
Phot．33森林伐採後1年目に生育するベニパナボロギクーダンドボPギク群集。

DichterBestanddesCrassocephalo　crepldioidis－Erechtitetum　hieracifo－
liae．，　ein　Jahr　nach　dem　Kahlschlag　des　Waldes（450m）．
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　　　　30）カゼクサーオオバコ群集（路上植物群落）

　　　　　　Eragrost圭。ぞerrugineae－Pla煎aginetumasia重壼cae（Trittrasen）〈Tab・27｝

　耕作地間の農道や登山道，また市街地内の公園，学校校庭などの平坦地にオオバコで特徴づけ

られる踏跡群落が見られる。踏跡群落は，人間によってたえずくり返される，二三という特殊な

立地条件下に持続して生育し，低平で，まぼらな開放的な群落相観を示す。

　本調査地域内にも集落や農道ぞいに踏跡群落が見られ，オオバコ，カゼクサを標徴種とし，本

州に広く分布するカゼクサーオオバコ群集に一致する。共存する種にはアキメヒシバ，キンエ

ノコロ，ヤハズソウなどが見られる。出現種数は6～11種ときわめて少ない。カゼクサーオォバ

コ群集の土壌は緩圧によって固結し，一般的に乾生である。しかし沖積地や流水辺においては，

土壌は排水不良で湿生状態がつづき，クサイ，カワラスゲなどが生じ他の群集となる。

　また，鍵盤の程度によっても種組成が微妙に変化し，踏圧が強くなるとオヒシバ，アキメヒシ

バなどの1年生草本植物の繊度が増し，踏圧が弱まれば，しだいに他の高茎の多年生草本植物が

侵入しにじめ，カゼクサーオオバコ群集は崩壊する。

　　　、．

Phoし34　ベニバナボロギクーダンド

　　　ボロギク群集を標徴するベニ

　　　バナボロギク

C71μssooθゼ）1改z1π窺oγ召ゼ＞f4∫oゴづεs，　eine　Charakterart

derCrassocephaま。　crepidioi・

d圭s－Erechtitetum　hieracifo．
Iiae
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Tab．27 カゼクサーオォバコ群集

EragrOStiO　ferrUglneae－PlantaglnetUm aslatlcae

Nr．　d．　Aufnahme： 調査番号 1 2 3 4 5 6

Hδhe蔭．　Meer（m）：

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）：

翼δhe　d．　Vegetation（cm）：

玉）eckung　d．　Vegeta亡ion（％）＝

Ar£enzahl：

海抜高度

調査面積

植生高

全植被率

鐵現種数

190　　　200　　　230　　　230

0．3　　0．5　　　 1　　0．5

×4　　×2　 ×10　　x4

40　　20　　20　　6
80　　　　70　　　　70　　　　60

　7　　7　　11　　7

250　790

0．5　　1
×5×0．8

30　　5

70　　70

6　　11

　Kennart　d．　Ass．：　　　　　　　　　　　　　群集標工種

　　β㎎2η3鵡彦矧μ8碗θα　　　　　　　　　　　カゼクサ

　Keanart　d．　h6heren　Einheiten：　　　　　　　上級単位の種

　　P1αη彪90薦磁あα　　　　　　　　　　　　　　オオバコ

　8egleiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　　Z万幽如ガα加。彪∫6θηS　　　　　　　　　　　　アキメヒシバ

　　君陀粥勿θ勿漉0α　　　　　　　　　　　　　　　　　オヒシバ

　　S磁加81磁ごα　　　　　　　　　　　キンエノコP
　　κ％吻吻670〃忽蕊πα彪　　　　　　　　　　　　　　　　ヤハズソウ

　　（汐η0ゴ0η4α6砂Joπ　　　　　　　　　　　　ギョウギシバ

　　男ご劾αη9鰐妙bZ如　　　　　　　　　　　　　　ヤハズエンドウ

　　丁伽」伽卿箔の6ηs　　　　　　　　　　　　　　シロツメクサ

出境1回の種　Auβerdem　je　einnmal　in　Aufn．　Nr，1．

　げ1～94πδ6㎎∫∫　スズメノヒエ　1・1，in　2：Sθ如γ宛ヵ∂8万

　シバ　十，in　3：R）塘。％π彫α毎。嘱α名6　ミチヤナギ

　70麺π6欝　ハマスゲ　辛，Zb鐸毎プの）o痂。α　シバ　÷，　in　4：

　爾厩s6如彿8”θπ詔　スギナ　十，　in　6：ルπ伽s　彦6η酪　クサイ

　∠4gガ解0痂α勿0窺0α　キンミズヒキ　÷，助070δ01欝力漉薦

　ヌカボ　十・2，〃比塑s彪g伽吻勿。海。㍑吻　ササガヤ　十・2，

調査地Fu記orte：1，2：Nomura－cho　野村町（78．11．4），3：

　串通川，5：Shirokawa－cho　城川町，6：Takadaru　高樽．

2。2　　2。3　　2・2　　3●3　　4．4　　十●2

●

4・4

2・3

2・3

●

o

十・2

●

●　　　2●2　　2●2　　1．2　　4●4

4・4

1・2

●

●

十・2

÷

●

1・2

3。3

十

●

十

●

十・2

2・2

十

十

十

〇

●

●

1。2

●

十・2

2。2

●

●

●

1・2

●

●

十

●

■

1・2

E吻励07∂勿㎜6μ如彪オオニシキソウ　1・2，鋤α伽辮

アキノエノコログサ　十，D頓如吻0爵66η4θπS　メヒ

1・2，E6；毎η06ぬZαz‘γ駕｛9－8ヒ2”f　イヌビエ　十，　q｝ジ）6γ凝；

　　　　絢漉η8α8瓶（ゴ漉吻α　ヒメクグ　十，in　5：

　　　　　　2・2，S㎎勿σ勿。痂oo　ツメクサ　幸，

　　　ネズミノオ　十，・48名OS趣‘如〃α彪var．鰍んσ60

Sakado－cho坂戸町，4：Nakadori－gawa

　　　　3の　カラスビシャクーニシキソウ群集（畑耕作地雑草群落）

　　　　　　　PiRellio　ternatae－Eupkorbietum　pseudochamaesyce　（Acker－

　　　　　　　U烈krautgeseHscha£t）（愛ab．28）

　畑耕作地には畑作物の害草としての雑草群落が生育している。この畑雑草群落は，人間による

長い間の一定の管理がくり返されることによって淘汰された特殊な一群であり，畑作管理におけ

る想起，施肥，中耕，除草，収穫などの人為的干渉に対し，きわめてよく適癒している。

　肱川上中流域においては，畑耕作地は低地の平坦地よりもむしろ，山地の主として南面する斜

醸部のひかくてき緩傾斜地に，小面積で散在している。耕作作物にはタバコが多く，他に葉菜類や

根菜類もみられる。またクワの栽培も広く行われ，よく中耕された耕地には，畑地と同様の雑草

群落がみられる。
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　耕作地雑草には，メヒシバ，クワクサ，イヌビエ，シロザ，エノキグサ，ザクロソウ，ツユク

サ，オオイヌノフグリ，ノゲシ，ヒメジョオンなどがみられ，その組成は本州に広域的な分布を

もつ畑地雑草のカラスビシャクーニシキソウ群集とよく一致している。

　～般に栽培される作物の種類は土壌の乾湿や栄養分さらに，市場性などによって決定されるが，

畑地雑草もその作付作物の種類によって多少の質的変化がみられる。とくに作物の生育期間との

関係は雑草の生活サイクルとの関係において重要である。

　　　　32）　ヒメムカシヨモギー出船アレチノギク群落（耕作放棄畑地雑草群落）

　　　　　　褻】rigeron　canadens量s－E翌蓋geron　s十村a£rensis峨ese賑schaft（Brachackeτ一

　　　　　　U盤kra騒tgeseEschafの（7ab．29）

　調査区域において，畑地として利用されているのは野村周辺の段丘や，山麓，山間緩斜面であ

る。耕作が放棄された畑はこのうち山閥部や山麓部に集中しているが，より粗放に経営されるク

リ園に転換されることがあり，余り多くない。

　一般に，畑が放棄されると，初年次には1年生の畑雑草が密生し，次第に好窒素性の越年草が

侵入して畑地とは相観種組成とも非常に異なった群落を形成する。調査された放棄地では，高

下のヒメムカシヨモギ，ヒメジョオン，オオアレチノギク，ケナシヒメムカショモギなどのキク

科の越年草が1，7mに達し，下層部にはコミカンソウ，クワクサ，ザクロソウ，ヒメミカンソウ

などの畑雑草として普通な一年草が多数生育している。また，アキメヒシバ，アキノエノコログ

サ，キンエノコロ，キツネノマゴなど，周辺の路傍から侵入したものも多い。このヒメムカシヨ

モギーオオアレチノギク群落は放棄後2～3年を経過したもので，更に数年後にはススキ，ヨモ

ギなどの多年草を主とする群落に交替していく。

　　　　33）　ホウキギクー調ブナグサ群落（耕作放棄水田雑草群落）

　　　　　　ノ1sfθ｝’sπδ肥Zα‘α8一ノ4rオんrακoπhε＆ρεdπs－Gesellschafも（Brachreisfeld－Unkrautgesellschaft）

　　　　　　（Tab．30）

　水田には，古くから定期的な管理が持続される結果，イネの生育期間および人為的な干渉に対

応して，独特な雑草群落が発達している。この雑草群落にはコナギ，ウリカワ，タマガヤツリな

どの1年生で，草丈の低い，しかも好窒素性の共通した特徴をそなえる種が生育している。
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Tab．29　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落
　　　　　　翫98π）ηαz7¢ごz髭ηs∫s－E㎏6御ηsπ解ごz’㎎η∫ゴs－Gesellschaft

Nr．　d．　Aufnahme＝

Datum　d．　Aufnahme：

雛6he　U．　Meer（m）：

εxposltlon：

蕪eigung（．）：

GrδBe　d．　ProbeHache（m×m）

｝｛6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckuτ1g　d．　Krautschicht（％）

Artenzah1：

調査番号

調甕年月日

海抜高度

方　　位

傾　　斜

調査面積

草本層の高さ

草本層植被率

出現種土

54

77

　9

　5

170

L

5×5

1．7

　70

　22

Trennarten　d，　Gesellsch．：

　E短96π〕η6αηα46πs∫s

　翫8670ηαη7224郷

　正弼9θπ〕ηsz切¢α’7θη∫お

　翫96π）πα～ηθ4θ癬svar．z伽ε

　sガθ影sゐ66々勉g如δ昭∫o召駕

Kenn－u．　Trennarten　d．　Chenopodietea：

　勘メ如η漉％s％ガ72α2ゼα

　勘’0麗0ガZOSα

　五万9露αηねα爵6θη4θπs

　鋤θ7κsη¢ゴ。塑ゴ甥β

　〃0〃昭01）επ’砂彪y〃α

　0殿21ゴs60γηゴ。κの彪

　勘メ彪π漉㍑s粥s％7ガθ郷法s

　（わ〃Zη¢6海ηζZOOZηZη勿ηゴS

　P∂聰0ηZ4η210㎎ゴS6’Z4〃Z

Begleiter：

　α9ゴ彪π物恥0伽0ω¢∫

　sθ’αγめルゐθη’

　Aγず8勉ゴ3毎ρ万η6的）ε

　馳如π＠9如％6α

　Aγ漉燃ω2ぬ鋤ゴ4％S

　勘η’」如ノ翔’θSCθηs　var．α0％如

ル読磁力70α〃功伽svar．～θπ0αη伽

　ル盃s6απ’ぬπssゴ｝26η∫ゴs

群落区分種

　　ヒメムカシヨモギ

　　ヒメジョオン

　オオアレチノギク

　ケナシヒメムカシヨモギ

　コメナモミ

シロザクラスの標徴種及び区分種

　コミカンソウ

　クワクサ
　　　　　　　　　　　ず

　メ　ヒソバ

　カヤツリグサ

　ザクロソウ

　カタバミ

　ヒメミカンソウ

　ツコ・クサ

　イヌタデ

随伴種

　アキメヒシバ

　アキノエノコPグサ

　ヨモギ

　キンエノコP

　コブナグサ

　シソ

　キツネノマゴ

　ススキ

4・4

2・3

1。2

1・2

十

2・3

2・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

÷

3・3

1・2

1・2

1。2

十・2

十

十

十

調査地　Fundort：Onari，晒omura－cho　in　der　Prafektur　Ehime　愛媛県野村町大成
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Tab．30 ホウキギクーコブナグサ群落
みsオθγε助κ」α’欝一、4γ漉鷹。ηぬ細毎粥一Gese11schaft

Nr．　d．　Aufnahme：

H6he　t1，　Meer（m）：

Gr6Be　d．　Probe舩che．（m2）＝

H6he　d．　Vegetation（cm）：

D㏄kung　d．　Vegetation（％）＝

Artenzahl：

調査番号

海抜高度

調査面積

植生高

金植被率

出現種数

　1
172

1×1

　60

100

　26

Trennarten　d．　Gese1互schaft：

　〆1κん燃。％燃ρガ4螂

　捌4θηs戸。η40sα

　Po塘。鰍勉漉観δε響ガ

　As忽γs％δ％」α伽s

　勘痂。％彫る奮z∫あα魏瑠

　PO塘0％窺臨み0ρ膨γ

Begleiter二

　s6彪吻9如％6α

　D応酬ガαα4s6θ麗伽s

　・4漉珈s彪ρガη6勿s

　／1脚η％飯解s加万4空

回伽00〃0ασ雌9α〃vaL卿’ガ001α

ノ諭ゴ0ガαρ70側帯6ηSvar．♂鶴伽伽

　！1㎜解刎海欝加’κ嬬

　Rκ規齪ブ妙。窺6鋸s

　助諮6伽隅αγびθηsθ

雌ごm∫彪9ゴ㈱〃癩麗膨var．ρ0砂吻‘伽勉

　C螂socの肱1㍑卿（γ砂翅。ガ48s

　T励伽ηzγ砂伽s

　・40礎ゆ加α彿ε磁」∫s

　P膨短πα♂0∂認α

　PO’6η’〃ζZん♂召輪唱％α

　κy〃物影8勉δ〃珈α

c膨撚ゴ吻
Lθs勿4θ9α’o吻θη’o∫α

P1α駕¢go　os忽磁

s6孟α吻血ゐ伽

群落区分種

　コブナグサ

　アメリカセンダングサ

　ミゾソバ

　ホウキギーク

　ヌカキビ

　ヤナギタデ

随伴種

　キンエノコP

　メヒシバ

　ヨモギ

　ホナガイヌビコー

　ヒメイヌビェ

　キツネノマゴ

　ホソアオゲイドウ

　ギシギシ

　スギナ

　アシボソ

　ベユバナボロギク

　シPツメクサ

　エノキグサ

　クズ

　オヘビイチゴ

　ヒメクク

　コゴメガヤツリ

　イヌハギ

　オオバコ

　アキノエノコロ

1・2

1・2

ユ・2

2・2

十

1・1

4。4

2・3

1・1

1。1

1・2

十。2

十

十

十

牽・2

十

十

十

十

十

1・2

調査地Fundort．u．　Datum：卯之町明間（1977．11．2）

　この水田雑草群落は，耕作が惇止された直後，群落の様相は一変し，それまで侵入をさまたげ

られていた種群が直ちに生育しはじめ，いわゆる水田放棄地雑草群落が形成される。群落構成種

にはミゾソバ，アカバナ，ケキツネノボタン，アシボソなどが多く，時にコブナグサも常在度が

高い。これらはすべて好窒素性植物であるが水田に残存する栄養分が持続するまで生育をつづけ

る。

　調査地内での植分ではセサ，スギナ，イグサなどの多年生水田雑草が多数出現するが，これら
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は水田のそれまでの管理が比較的粗放であったことを示している。

　さらに，水田耕作を放棄したあとに，埋立が行われた場合には，ホウキギク，キンエノコロ，

イヌビエ，メヒシバ，ホナガイヌビユ，ヌカキビなどが侵入繁茂し，密生した群落を形成してい

る。

34）　トキンソウーウリクサ群集（一年生媛生植物群落）

　　　CentiPedo－Vandellietum　c「usもaceae（Einj乞hrigeZwerggesellschaft）（Tab．31）

　沖積地や台地上などの人為的な干渉による一般的な平坦地においても，耕作地の畦の間の凹状

地や建築物の軒下など，凹状で水が季節的に停滞し，その後干上がる立地には前記の植物群落と

よく類似した短期一年生草本植物による群落が成立する。

　調査地域内の城川町竜沢寺の中庭で観察されたウリクサ，コスミレ，スズメノトゥガラシなど

の写生の草本二物によるまぼらな群落はトキンソウーウリクサ群集と判定される。群落内には

カタバミ，ミゾカクシ，イヌガラシ，ノチドメなど衙旬性多年生草本植物も多く，この点で，

τab．3i　トキンソウーウリクサ群集

　　　　Centipedo－Vandellietumcrustaceae

飛r．d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeqache（m×m）：

難bhe　d．Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetatlon（％〉：

A就enzahl：

調査番号

調査面積

植生高

全植被率

出現冊数

OK13

　1×1

　5
　40
　13

Kennart　d．　Ass．：

　梅η4θ」だα6㎜彪6θα

Kennart　d．　Verbandes：

　悔η46伽伽卿」傭var．卿6θη勿b磁

Begleiter：

　γゴ。‘αノαρoη磁

　翫助oγ伽sゆ初α

　伽」乞S60γ痂α｛Zα彪

　0窺ψ加伽祝ブ砂。窺。％初

　ゐ0∂6磁0痂η伽S空

　P1α鋤α80αs瓶初

　Roガ伽珈4磁
　窺90ηo’空拷4襯。祝」αガs

　的4塑oo砂」θ㎜漉珈α

　E㎎銘os’空初％耽磯♂空

　助吻刎勿∬初¢ηsガs

　Moose　SPP．

群集標徴用

　ウリクサ

群団標三種

　スズメノトウガラシ

随伴種

　コスミレ

　コニシキソウ

　カタバミ

　チチコグサ

　ミゾカクシ

　オオバコ

　イヌガラシ

　キュウリグサ

　ノチドメ

　ニワホコリ

　ネジバナ

　コケ植物

調査地Fundort：Shirokawa－cho城川町駄場竜沢専境内（海抜230m）（1977．9．1）．

3・3

1・2

2・2

2・2

1・2

÷・2

十・2

十

十

十

十

十

（＋）

3・3
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水田畦の植生とも近似している。

　トキンソウーウリクサ群集は，盛夏，気温の上昇に従って群落が発達するが，その活動期間は

きわめて短かく，わずか3～4ケ月内外である。

　　　　35）　ウリカワーコナギ群集（水田耕作地i雑草群落）

　　　　　　　Sagittario－Ml　o飛oc蓋orieもum（Reisfeld－Unkmutgesel垂schafも）（Tab．32）

　肱川上，中流域は一般に山地地形が大部分をしめているため，卯之町周辺部の低地の水田地帯

が対照的である。他に野冊に発して東方に流れる支谷にそう水田地帯の他は，谷底部に狭い帯状

Tab．32 ウリカワーコナギ群集

Sagittario－Monochorietum

Lfd3Nr．：

Nr．　d．　Aufnahme：

H6he茸。　Meer（m）：

Gr6Be　d．　Probe館che（m2＞：

H6he　d．Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

通し番号

調査番号

海抜高度

調査面積

顧生乳
全心被率

出現端数

　1　　2　　3　　4

0K　OK　　M　　M
37　　　39　　　　18　　　14

190　　　250　　　250　　　175

　525100100
100　　100　　80　　80

80　　　　90　　　　9G　　　　90

　5　　8　　王2　　13

Ke総n－u．　Trennarten　d．　Ass．：

　＆zg魏α珈伽9甥α6α

　〃0η0伽吻〃α9珈♂ゴ∫var．ρ勧’卿ηθα

　．4ηθガ1θ〃2α加ゴε盈

　1）o町田％勉ブ襯66㍑鋭

　0履foZαブ砂。窺。α

　α’θ磁α」お隅。ゴ4θ∫

Trennarten　d．　Subass．：

　s6ガ脚s勿如翔ガ

　五6窺ηα加％6ガ60吻’α

　助卿4吻ρo薄目2α

　EZθ0σ肋ガs　yoん0∫0θηSお

　EJα’枷’磁η4ηvar．ρθ4あθZZα’α

　Eo痂η00”0α0γ㍑ひ即”var．ρ剛ゴω♂α

1（ennarten　d．　KlaSSe：

群集標徴種および区分種

　0η2αsα’加

　Ro’α1α勿4ガ0α

Begleiter：

　翫η4θ1伽伽9麗s’痴伽

　肋伽な毎吻励ゴ。ゴ4㏄

　ゐ腕4θγ痂α勿η6π勉δθηs

　80⑳孟αρzos’繍α

　Po塘。鰍辮勿伽ψ珈7

　ウリカワ

　コナギ

　イボクサ

　アフノメ

　オオアブノメ

　ミズオオバコ

亜群集区分種

　ホタルイ

　アオウキクサ

　ウキクサ

　マツバイ

　ミゾハコベ

　ヒメイヌビェ

上級単位の種

　イネ

　キカシグサ

随伴種

　アゼトウガラシ

　チョウジタデ

　アゼナ

　タカサブロウ

　ヤナギタデ

2・2　　2。3　　2●3　　　・

・　　十　　十　　1・2

・　　÷　　　÷　　　十

・　　・　　十　　十・2

・　　÷・2　　・　　・

・　　十　　・　　・

“曹・幽魯・一冒一一甲一写一胃雫 u

i2・2

　0

　●

　●

　●

　●

＋・2i
し一”曹’一曹魑匿一冒一“u一・・一一一9一一・・一－

●

o

●

●

●

11・2　　　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

12・3　　　　1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　闘

リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リコ

ート・2　　　・
r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帽

ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

1　十　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ

1　十　　　　　；
L嘔一髄r甲”需雪・幽一魑・幽曹」

●　　　　　　　　　　■

　　2・3

　　1・2

　　1・2

　　　十

　　　÷

5●5　　5・5　　5．4　　5。5

牽　　十　　1。2　　÷

十

〇

●

o

●

■

十

●

●

●

o

÷

÷

÷

調査地Fundort：1．　Kakio　嘉喜尾，2．，3．　Uwa－cho　宇和財，4，　Hlgashitada東多田．
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を示すのみである。卯之町周辺部は周囲300～500mの浅い山々に囲まれ，集水域として，この広

い水闘をまかなうことは困難とみられる。しかし，各支谷が低地に移行する付近には，ため池が

数多く造成されており，これらによって水田の灌溜i管理をまかなっている。

　水田には，イネと共存し，しかも稲作の管理につり合って生育する10種内外の植物によって歩

一される水田雑草群落が成立する。主要な構成種にはウリカワ，コナギ，イボクサ，キカシグサ，

アブノメ，オォアブノメなどがあげられ，これらの種群で構成される群落はウリカワーコナギ群

集と呼ばれている。この種群は夏季に生育期をもつ1年生草本植物で，すべて草丈が低く，イネ

の株間に生育して除草管理を園避している。

　イネの収穫後は土壌が排水によって干上がり，そこには立地の変化にともなって他の水田雑草

群落が成立する（ノミノフスマーケキツネノボタン群集など）。

　水田は梅雨期から盛夏にかけて堪水状態がつづくため，貯水の役割を果たすと同時に，流水量

の調節にもつながっている。一方，多量の肥料が施されるため，栄養塩類が水に溶解して流重し，

ド流に富栄養化の現象を起こす，しかし，本地域においてはその程度はあまり大きくはないと推

察される。

　　　　36）　アオウキクサ群団　（浮水植物群落）

　　　　　　Le職n董。餓paucicosta糖el（Wasserlinse飛一Decke）（繁ab．33）

　ウキクサ類は高等植物としてはもっとも単純な形態を有し，水面に浮遊して生活を行っている。

ウキクサ類は初夏水面に出現し，気温の上昇とともに個体数をまし，水面全面に緑色の栄養葉を

広げて群落を形成する。

　ウキクサ群落の構成種にはアオウキクサの常在度が最も高く，ついでウキクサ，サンショウモ，

イチョウウキゴケ，ヒメウキクサなどが見られる。群落構成種数は3～4種であるが，謹種ある

いは2種の品分も少なくはない。

　肱川流域では宇和町にあるため池より流臨した水田灌留用の用水路において調査資料が得られ

た。アオウキクサが水面の大部分をおおい，その中でウキクサが点在している。このような植分

Tab．33　アオウキクサ群団

　　　　Lemnion　paucicostatae

Lfd謂Nr．：

D㏄kung　d．　Vegetation（％）＝

Artenzahl：

調査番号

全．植被率

出現種数

1

70

2

Kennart　d．　Verbandes：

　ゐε規ηαραπ6廊OS’α茜α

Kennart　d．　Klasse：

5カかooiθ危ρ0砂γ勉9α

群団標徴種

　アオウキクサ

クラス標徴種

　ウキクサ

4・4

1・2

調．査地Fundort；Uwa－cho宇和町（ユ977．9、6）
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はわが国の水田および周辺域においてしぼしぼ見られる。

　植物社会学的な群集への所属はこのような断片的な資料では困難であるが，アオウキクサーサ

ンショウモ群集の，相論種であるサンショウモが欠けた露分とみるのが妥当と考えられる。

　ウキクサ群落は，一般に水位が安定し，しかも栄養塩類が富むほど発達する。したがって肥料

を大量に投入する水田付近の灌概用水等でしばしぽ出現している。同時にこれらの群落の出現量

は，水質の判定にも役立てうる。

2．植生図Vegetationskarten

a）肱川上流現存植生図（1：25000）K：arte　der　reale貸Vegetation　am　Oberlauf　des

　Hilikawa－Flusses

　肱川上流域（鹿野川ダムより上流域）における現存植生図は1978年3月現在において，縮尺2

万5千分の1で描かれた。

　完成された現存植生図によれぽ，肱川上流域の現存植生は，きわめて細くモザイク状に配分し

ていることがわかる。

議　翻蜜i撫　　隊藩

畿総轟
　　　　　　議霧義

講鰯
濾．

1馨，

羅、

懸

Phot．35　肱川上流域における一般的な植林配分。尾根部にアカ・マツ植林，谷部にスギ

　　　　植林が行われている。
Obliche　Verteilung　der　Forsten　im　Ober玉au｛一Gebiet　des　Hii　ikawa－Flusses　Auf　den　R員cken

wurde　P口口4θηs解。昭，　in　den　Talern　C町ゆ’o翅6ガαノαヵ。卿。αgep且anzt（450m）．
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　ヤブツパキクラス域についてみると，自然植生の残存はきわめて少なく，わずかに社寺林，屋

敷林，斜面林の形態で生育する程度である。その中で自然林や自然林に近い植生としては，人為

的な干渉のとどきにくい斜面林がひかくてき目立ち，サカキーコジイ群集やシラカシ群集がこの

斜面部に残存している。シラカシ群集としては天神部落に屋敷林の形態を示す発達した二分をみ

ることができる。また石灰岩の御在所山周辺にはツクバネガシの多い植分がみられる。

またイロハモミジーケヤキ群集の残存林分は渓谷にそって帯状に生育している。

　森林以外の植物群落としては，漢谷流水辺のツルヨシ群集や，ため池周辺に湿生草本植物群落の

山分がみられる。

　代償植生としては植林地がその広がりの大部分をしめ，尾根部の乾生立地にアカマツ，谷部に

スギの配分が一般的である。とくにアカマツ林は，完全な植林のタイプから，岩角地の自然のアカ

マツ群落までいくつかの群落が認められる。アカマツの林分は宇和川上流に多く，海抜500m以

下の浅山に多い。一方スギ植林は舟戸川や黒瀬川流域に卓越している。

　二次林のクヌギーコナラ群集は大判山（798m）の東西地域に比較的多い。

　集落周辺部にはクリ園が多く，この地方の特徴とも言える。モウソウチクは小規模に，山足部

に植栽されている。

　伐採あと地のベニバナボロギク群集やその後続群落のススキ群落は山地部に小規模にli寺にまと

まった広さで散在している。ケネザサーススキ群集はため池の堤防にそって，刈取りによって持

続している。

　宇和用上流の卯之町1謂辺部の平坦地は，地下水位の高い水田地帯となり，水田雑草群落が広がっ

ている。元来肱川上流域には水田地帯が少なく，したがって流域内でとくに目立っている。他に

黒瀬川支流の旭町付近にもまとまった水田地帯がある。

　卯之町周辺に多いため池の周辺部には，短期1年生雑草群落が生育する。さらに，年々霞栄養

化の進む鹿野三三の庫部にはオオオナモミの密生した好窒素性植物群落が水位に対応して帯状に

生育している。

　ブナクラス域は海抜850～900mを境とする高海抜地に分布し，上流域の東北部に狭い範憂勘こ分

布している。ブナクラス域の自然植生としては，本地域の最も奥まった角ぜん峠（1，280m内外）

およびその周辺域にシラキーブナ群集（太平洋岸型ブナ林）のまとまった植生域がある。またニシノヤ

マタイミンガサーブナ群集の残存林分が大野ケ原のカルスト台地にみられる。谷部にはウラジロ

ウツギを伴うウラジロウツギーケヤキ群落が生育し，流水辺のツルヨシ群集まで連続している。

　ブナクラス域の代償植生は，ブナ林の二次林としてのタリーミズナラ群落が比較的まとまって

残存するが大部分はスギ，ヒノキの植林地でしめられている。カルスト台地で有名な大野ケ原は，

外来牧草による人工草地となり，一部はススキ草原やカラマツ植林なども見られる。

　以上のように肱川上流域は，古くから，人間による無理のない自然利用の結果，奥地の一部を

残し，大部分の地域で代償植生化が進んでいることが言える。
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　　　　　　　　　Fig，12　肱川上～中流域の植生配分模式図
Verヒeilung　der　Vegetation　lm　Gebiet　des　Mitteレund　Oberlaufes　des　Hijikawa屯1usses．

　　b）肱川上流域の潜在自然植生図　（1：25000）Karte　der　potentiellen　nat廿rlichen

　　　　Vegetatio聡am　Oberla競f　des　H　ij圭kawa－Flusses

　肱川上流域は，鹿野川ダムの建設の他は，古くから，無理のない宙然利用により，立地の根本

的な変更が行われないままに，安定した土地利用形態を示している。したがって，この地方の立

地の潜在自然植生維持能力は，代償植生からでも比較的確実に判定が可能である。

　肱川上流域において，現存植生と同縮尺による潜在自然植生図が作製された。肱川上流域では

やブツパキクラス域は全体のほぼ95％をしめ，ブナクラス域は海抜850mを境界とする高海抜地

に見られるにすぎない。

　ヤブツバキクラス域

　社寺林に残存するサカキーコジィ林を基礎とし，代償植生のアラカシ萌芽林や，コバノミツバ

ツツジーアカマツ群集内における，コジイ，カナメモチ，リンボク，シリブヵガシ，シャシャン

ボ，イヌビワ，コクランなどの種群の存在によってサカキーコジイ群集と判定された。サカキー

コジイ群集は主として海抜300～400m以下の乾生な尾根や台地などに分布し，この流域の大部分

をしめる。

　山足にそって沖積低地に接した土壌の堆積の厚い適潤立地はイノデータブノキ群集と判定され

る。降水量が全体的に不足するこの地方ではタブノキ林の成立は困難と考えられるが，卯之町を

中心にタブノキの大きな個体の残存木や小林分の存在から判定される。イノデータブノキ群集の

潜在立地における現存の代償植生は，モウソウチク，スギ，ヒノキ植林，耕作地雑草群落となり，

一部に見られる，斜面部における水田雑草群落地もイノデータブノキ群集域と考えられる。代償

植生のうち森林植生においてはイノデ，キチジョウソウ，フユイチゴなどが指標植物となる。イ

ノデータブノキ群集の潜在立地の高度による上限は，サカキーコジイ群集をやや下まわり，海抜

200～300m内外である。

　主としてコジイ林域（サカキーコジイ群集他）から一部ウラジロガシ林域（イスノキーウラジ
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ロガシ群集他）にかけて，基岩が裸出する地域が各所に存在する。この部分は，土壌の堆積がき

わめて不良で，しかも強く乾燥し，保水力に欠けるため，立地の潜在維持力が常緑広葉樹林を支

えきれない。したがってこのような岩角地はコバノミツパツツジーアカマツ群集（自然植生とし

ての）の形態をとっている。

　海抜450～800mの範開における低山地の上部の乾生立地ぱウラジロガシ，カゴノキ，ホソバタ

ブ，アカガシ，イスノキなどの存在と，コジイ，サカキ，クロガネモチ，イヌビワなどが欠ける

ことによってイスノキーウラジロガシ群集域と判定される。今回の調査においては，同群集の現

存林分はきわめて少なく，決定的な資料に乏しい。しかし，隣接群落であるシラカシ群集やイロ

ハモミジーケヤキ群集の断片の存在からも補足的に指摘される。また，コバノミツバツツジーア

ヵマツ群集，クヌギーコナラ群集　スギ，ヒノキ植林などの種組成からも判定された。

　シラカシ群集の潜在立地は舟戸川流域において，きわめてゆるい斜面部に限り，さらに黒瀬川

流域における谷底部などの残存林によって確認された。南面する斜面部でぱ深い土壌上は畑耕作

地として集約的に利用されている。

　イロハモミジーケヤキ群集はイスノキーウラジロガシ群集に接した渓谷にそって見られ，集水

域の広い舟戸川，黒瀬川支流域に広く分布している。

　現在水田雑草群落として広がっている水田地域の大部分はハンノキクラス域となっている。ハ

ンノキは野村ダム付近に小規模ながら存在することでその可能性が裏づけされている。

雛蛾

轟
　r繕
誰　　「．

韓繋私

闘暗黙
　　懸羅轟

毒口饗・講

翻…

竪

　　Phot．36石灰島地に発達するニシノヤマタイミンガサーブナ群落。

Gαcα♂彪y鷹αδ匪磁g祝s6名召紹如」Gesellschaft　auf　Kalkgestein（Onogahara　1350m）．
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磯

懸難難

籔

鍵難熱

ゼ幣　

　　　　　　　　Phot。37　丸石山に見られるシラキーブナ群集

PhysiognomiedesSapiQ　japonici－Fagetumcrenataea疑fdemBergMaruishiyama
（1300m）．

　流水辺などの自然地形における潜在自然植生はそのまま河辺のヤナギ群落（ネコヤナギ群集な

ど）がツルヨシ群集に平行して発達している。

　ため池や貯水池における閉放水域は排水などの人為的干渉の停止によって，ガガブタ～ヒシ群

集（ヒルムシロクラス），岸部でヨシクラスの群落が考えられる。

　ブナクラス域

　海抜850mを境にブナを主とする夏緑広葉樹林域となる。自然樋生としてのシラキーブナ群集

ぱ舟芦川源流の角ゼン峠一帯；に残存している。また周辺部におけるタリーミズナラ群落やヒノキ

植林などの代償植生からも，この付近一帯の中生立地はシラキーブナ群集と判定される。

　大野ケ原の石灰岩一帯は局所的に存在するニシノヤマタイミソガサーブナ群落から，同群落や潜在地

域が推定された。石灰岩ぱ風化によって粘性の強い褐色土壌を形成する。さらに北面という立地

条件のため，土壌は比較的湿潤性を保っている。

　シラキーブナ群集，およびニシノヤマタイミソガサーブナ群落の領域に接する渓谷部分には湿生林が

生育し，海抜900～1，100m内外でウラジロウツギーケヤキ群集，1，200　mより高い地域でサワグ

ルミ林の存在が現存櫨分から判定される。
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c）野村ダム周辺域の現存植生図（縮尺1：5000）Karte　der　realen　Vegetation　in　der

　Umgebung　des　N　omura－Staudarnmes

　　　相　　　観

　ダム周辺には自然植生あるいは自然に近い種組成の植分はきわめて狭い面積で残されているに

すぎない。肱川およびその周辺の支流稲生川，倉谷川などの川ぞいにネコヤナギ群集及びツルヨ

シ群集他の河辺植生が発達している。神社あるいは急傾斜の，母岩が露出した尾根部などでは，

獄バノミツバッツジーアカマツ群集の生育が点状，あるいは帯状にみられる。

　代償植生は，ダム周辺のほとんどの地域に分布している。肱川のダム近くには北岸斜面にカラ

スビシャクーニシキソウ群集で代蓑される畑地雑草群落が，斜面は南岸，北岸とも，ゆるやかな

尾根部に広くアカマツ植林が行われ，谷部にぱスギ植林地がわずかにみられる。面積は少ないな

がら文治ケ駄場南にアラカシーコジイ群落で代番される常緑の萌芽林やクヌギーコナラ群集が面

積狭く分布している。薪炭林利用の停止から植林地の面積の拡大が考えられる。肱川流域はダム

サイト岡辺より上成，赤川付近まで水位にあわせ森林下部が刈りとられ，低木林のヌルデーアカ

メガシワ群落やクズーウツギ群落が帯状に河川沿いを彩っている。アカマツ植林は倉谷川，谷

川など支流や上流では少なくなり尾根部に細く植林されているにすぎない。スギ植林地は各地の

斜面に広くみられる。稲生川周辺は一部尾根部に天然アカマツ林のコバノミツバッッジーアヵ

マツ群集が局地的に生育し，集落周辺にはモウソウチク林やアラカシーコジイ群落で代表される

常緑萌芽林がみられる。畑放棄地ではヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落が生育し，カ

ラスビシャクーニシキソウ群集に代表される畑地雑草群落が小面積に分布している。原石山が位

籔する倉谷川周辺では，とくに倉谷部落周辺にカラスビシャクーニシキソウ群集，クワ畑，クリ

果樹園が広い面積で形成されている。また集落周辺にモウソウチク林が点在するのもこの地域の

義心である。原石山周辺にはクヌギーコナラ群集が谷都や斜面に夏緑広葉樹林を形成し，尾根部

に天然のアカマツ林を含め，自然あるいは二次的なコバノミツバツツジーアカマツ群集が分布す

る。肱川上流に近い松林，中塗付近ではクリ園，クワ畑，あるいは斜面に段々状につくられたウ

1ノカワーコナギ群集に代表される水田雑草群落など耕作地雑草群落が比較的多い。山地斜面には

スギ植林が広い面積でみられ，斜面下部の塩冶地の伐採跡地ではクズが侵入したマント群落クズ

ーウツギ群落を形成している。アカマツ植林は細く尾根部にのびている。

　一般にダム周辺の植生は，下流部ではアカマツ植林やアカマツニ次林が多く，上流部にスギ植

林や落葉二次林がアカマツ植林，アカマツニ説林よりも面積が広く発達している。

凡例解説

1．　自然植生

自然植生は河辺の流域や山地尾根部，あるいは明聞神社など社叢林として残されている。

　1）サカキーコジイ群集



92

　肱川流域に点在するコジイ林は，ダム周辺では明聞神社および原石山近くの倉谷の集落の裏山

に15m前後の林分が残されるにすぎない。高木層にコジィが優耀し，亜高木層にサカキ，ヤブッ

バキ，ソヨゴが時に混生する。カナメモチ，ピサカキなどがシャシャンボ，コバノミッバッッジ

などのツツジ科植物とともに低木層に生育している。

　　2）コバノミツバツツジーアカマツ群集

　　　　（天然のアカマツ林）

　やせ尾根や母岩露娼地に天然のアカマツ林がみられる。ダムサイト周辺域でぱ，原石山付近，

稲生川流域斜面などに点在してみられた。

　　3）ネコヤナギ群集

　河辺に一般にイヌコリヤナギ群集やネコヤナギ群集などの低木ヤナギ林が先駆群落を形成す

る。肱川では稲生川の鮎帰り橋付近にわずかに狭い面積で発達している。また肱川本流流域に帯

状に発達している。

　　4）ツルヨシ群集

　肱川流域に先駆植生として河辺植生のツルヨシ群集が発達している。稲生川，倉谷川，谷川な

どの肱川支流にも流水ぞいにみられる。

　II．　代償植生

　ダムサイト周辺は大部分の植生が人為的影響によりおきかえられた代償植生である。人為的影

響の加わり方により様々なタイプがみられる。

　　5）アラカシーコジイ群落（常緑萌芽林）

　集落の周辺，文治ケ駄場の南斜面には，常緑広葉樹のアラカシ，コジイを主体とした萌芽林が

発達している。常緑広葉樹を主とした萌芽林は15～25年生のコジイ林を伐採した時に再生しやす

く萌芽形態をとる。スダジイ，アラカシ，マテバシイなど日本各地に萌芽林がみられる。

　　6）　クヌギーコナラ君羊集

　原石山周辺，四道や肱川上流の山地斜面に比較的広い面積で発達している。再生のきかない常

緑広葉樹林を伐採後，復元した夏緑広葉樹林を15～25年に一度伐採することにより持続される。

薪炭林として利用されてきた。ダムサイト周辺には比較的少ない。

　　7）アカマツ植林

　稲生川上流右岸，ダムサイト周辺から文治ケ駄馬や河西にかけてはとくに広くアカマツ植林が

広がっている。種組成はクヌギーコナラ群集とほとんど同じである。肱川上流域では面積が狭く

尾根部に細く植栽されているにすぎない。

　　8）スギ植林

　肱川上流域の斜面に広くスギ植林がみられる。倉谷川や中組など支流沿いにも多い。肱川上・

中流域では全体にスギ植林地が多い。アカマツ植林は尾根部に広がっており，したがって，部分

的なダム周辺域を植生図化された場合，植生図面積により上流域ではアカマツ植林がきわめて狭
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い醸積で描かれることになる。

　　9）モウソウチク，マダケ林

　集落の周辺にモウソウチク，マダケ林が植栽されやすい。肱川上流域では集落の周辺に点在す

るが，ダム周辺ではきわめて少ない。倉谷川の倉谷部落周辺にはとくに多くみられる。

　　10）伐採地（低木林も含む）

　湾西付近の南岸，原石山周辺やダムサイト，肱川のダムサイト方面では，ダム湖南面にあたる

斜繭でダムの水面下に水没する予定地は伐採され低木林状に復元している。その他谷部で冬季の

雪崩危険地，夏の豪雨に流されやすい立地には低木林の形で持続群落がみられる。

　　11）クズーウツギ群落

　谷部，とくに明門橋付近では伐採された谷部にクズが侵入してマント群落を形成している。

　　12）メダケ群落

　河西付近の谷沿，稲生川流域にメダケ群落が点在している。

　　13）ススキ群落

　稲生川ぞいに広い面積でススキ群落がみられるが，現在小さなスギが植林されている。伐採後

3～5年あとにススキが一面に繁茂し，その後2～3年生の若年のスギを植林したものと考えら

れる。植栽後時間的な問がなく，スギ植林で空間が密閉されていないのでススキ群落として示さ

れた。倉谷川と品川本流の接点の水田地帯も放置されススキ群落化している。

蘇

1今蔭．、

評・．
　　　講腰・

灘『ド

Phot．38路傍に発達したカラムシ群落。

βo凶耀磁吻。ηo伽εα一Gesellschaft　an　einem　Wegrand（250m）．
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　　14）カラムシ群落

　県道宇和～野村線沿線にカラムシが優占する植分がみられる。道端では植生図には面積が狭く示

されないことが多いが，カラムシ，コアカソなどのマント群落，ソデ群落がみられる。

　　15）クリ園

　芒ケ原，板谷川のわかれ道の北東岸上，あるいは松林，倉谷，中組，四道，岡山など，ダム周

辺域にクリ園がきわめて多い。クリ園は管理が比較的粗放なため，越年生，あるいは多年生草本

植物が多く生育している。肱川上中流域ではクリ園が全体に多く，肱川流域に分布している。

　　16）クワ畑

　倉吉川流域や，｝華箋含，松林などにクワ畑がみられる。クワ畑は最近の養蚕業の小規模化に比例

してクワ植栽地が少なくなっている。クワ畑の畑地雑草群落は，クリ園ほど粗放化されず，1年

生より越年生の雑草が多くみられる。

　　17）コブナグサ群落

　原石山北側のかって水田耕作が行われ，現在放置されている小流水域の一画に，コブナグサーア

豫

轟惑毫
魑二

．藁

轟藝、

ド隷馨、

難

Pho£．39　　111地斜面には：ク　リ

　　　　園が多い。

Fr琶chte　vonα磁ηθα0名召ηα如．
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シボソ群落がみられた。

　　18）カラスビシャクーニシキソウ群集（畑地雑草群落）

　ダム周辺では芒ケ原，文治ケ駄場などに限られており，倉谷や集落周辺に小規模に畑耕作が行

われているにすぎない。水田耕作地が多い。

　　19）ヒメムカショモギーオナアレチノギク群落（耕作放棄畑群落）

　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落で代表される耕作放棄畑雑草群落は肱川流域のダム

周辺部ではきわめて少ない。横内橋付近にみられるが，放棄地の大部分は遷移が進みススキ群落

になっている。ヒメムカショモギーオオアレチノギク群落は畑耕作放棄後1～2年の草本植物群

落である。

　　20）ウリカワーコナギ群集（水田雑華群落）

　ダム周辺，肱川流域でぱ扇状地や谷部を水田耕作に利用し，段々畑のように耕作が行われてい

る。階段状の水田耕作地は文治ケ難場，上成，赤川，中国などに多い。

　　21）ミゾソバ群集他（耕作放棄水田群落）

　谷部に階段状に耕作されている水田地は耕作放棄後1～2年でミゾソバ群集，チゴザサ群落な

どの放棄水田雑草群落が生育する。放棄後4～5年でヨシ群落に移行する。

餐

一賦

一謹蓑讐

Phot．40　集落の周辺や山地斜面に森林が残されている。また植林が行われている。

Alte　Hauser面t　Stammhaus（厳itte＞sind　bis　heute　erhalten，　Auf　dem　Hang　hinter　der

Cleyero－Castanopsietu瓢　cuspidatae（ca．300m）．
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　m．　その他

　採石地・造成地など現在地形が動かされている立地は，無植生として別項に扱われた。自然裸

地は肱川流域にみられる。住宅地，道路，開放水域が別項に扱われ，色別されている。

d）肱川上流域植生自然度図（縮尺1：25000）K：arte　des

　Vegetation　arn　Oberlauf　des　Hijikawa－Flussess

Nat廿rlichkeitsgrades　der

　肱川上流域の植生はさまざまな形で人間の干渉を受けている。人間の影響を受けて多種多様に

おきかわった現存植生を対象に植物社会学的類型概念によってその位置と広がりを表現したのが

現存植生図である。現存植生図は，文化景観域では人間の影響をも含めた生物的環境，緑で代蓑

される自然環境の現状を絶対的および総合的に表現している。植生調査結果，現存植生図で示さ

れた現存植生の絶対的評価を基礎に，自然丁丁が作製された。

　自然三図は現存植生がその立地における時間的には遷移系列の中の相対的位置を示し，空間的

には人為干渉の程度，（潜在）自然植生復元までの相対的距離（時間）を示している。自然度図の

凡例として用いられる植生自然度V～1の5段階は植生自然度であると同時に代償植生度でもあ

る。

　現存植生図の転化図，機能図である自然度図は，潜在自然植生復元までの相対的距離を示して

いるために，緑で代表される自然環境を最大限有効に働かせ，より豊かな自然環境創造への基礎

駒，具体的資料を提供する。

　一般に自然度が低くなるにしたがって自然植生復元まで長い年月が必要とされる。より豊かな

自然環境で，環境保全機能が多様で有効な植生ほど自然度が高く，安定している。

　新たな土地利用計画，積極的な開発，保護への自然環境，とくに植生の側からの具体的配分図，

評価図として自然度図が利用される。今回の調査対象とされた肱川上流域では，自然度Vにまと

められる自然植生域は，シラカシ群集，サカキーコジイ群集，シリブカガシ群落，ニシノヤマタイミソ

ガサーブナ群落，ウラジロウツギーケヤキ群落，イロハモミジーケヤキ群集などふるさとの自然

の森を代表し残されている。したがってふるさとの森を子孫のために残すとともに，これから復

元するための見本ともなりうる。また山地岩角地に残されているコバノミツバツツジーアカマツ

群集や，河辺のツルヨシ群集，あるいはため池のヒルムシロクラスなどのように厳しい環境条件下

に自然度Vの地域は残されている。したがって最大限自然度Vの植生域の保護が望ましい。新た

に計画される建造物の設躍にあたっては，自然度Vの植生域をさけると同時に，自然を代償植生

とともに宅地，建造物周辺に残すことによって，はじめて多様で半自然景観域として，自然度の

高い植生域を中心に植生の保護・復元。配置が要求される。

　自然度V

　　植生区分

　自然植生またはそれに準じる種組成と群落構造の植生。
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　　該当群集および群落

シラカシ群集

サカキーコジイ群集

シリブカガシ群落

ウラジロガシ群落他

ニシノヤマタイミソガサーブナ群落

ウラジμウツギーケヤキ群落

イロハモミジーケヤキ群集

コバノミツバツツジーアカマツ群集（天然林）

ツルヨシ群集他

ヒルムシロクラス

　自然植生はその立地が支えうる終局群落として持続する。自然植生はその立地が最も多様で高

い機能をもった生物的環境であり，同時に，その豊かな生物的環境を持続し再生産する。したがっ

て同然度の高い植生の第一の役割は，緑で代表される豊かな自然環境を維持することである。

　　分　　布

　常緑広葉樹林であるシラカシ群集，サカキーコジイ群集，ウラジロガシ群落が，各地に社叢林，

綴敷林として小面積で残存している。急斜面には，以上のほかにシリブカガシ群落が分布してい

る。落葉広葉樹林のヤマタイミンガサーブナ群落は大野ケ原北方の斜面に団塊状にみられ，標高

700m以上の舟戸川をはじめとする渓谷沿い斜面にはウラジロウツギーケヤキ群落が，三滝山西

麓桂川渓谷にはイロハモミジーケヤキ群集が帯状に分布している。文治ケ駄馬周辺の岩角地に

は常緑針葉樹林のコバノミツバツツジーアカマツ群集が点在している。自然草原としては，肱川

および支流の河辺のツルヨシ群集他，池沼のヒルムシロクラスなどが点在している。

　肱川上流域では土地利用が進み，これらの自然植生はごくわずかである。

　　利粥・保護

　植生は，一度破壊されると自然度の高い植生の復元までに長い年月を要する。その復元過程は，

その立地条件に応じた遷移系列に従う。一時的に外見的に相似した自然度の高い植生を復元，形

成するのは，費用と労力を費やせば可能である。しかし，その植生が多様で高度な機能を果たす自

己維持性のある自然植生に到達するには遷移の過程を荊提とする。

　したがって，自然度の高い植生を残存保護することが，緑で代表される自然環境維持のもっと

も確実で，迅速な方法である。具体的には，必要に応じて周辺にマント群落などを配し，隣接地

との干渉地帯を設け，また，林内への立ち入りを禁止するなど，厳重な保護が必要である。

　自然度N一（D

　　植生区分

　自然植生に比較的近い植生。二次林が中心。
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　　該当群集および群落

アラカシーコジイ群落（常緑萌芽林）

クヌギーコナラ群集

タリーミズナラ群集

コバノミツバツツジーアカマツ群集（二次林）

　立地が支えうる終局群落である自然度Vの植生が，15～25年に一度の伐採，下草刈り，落葉か

きなどの人為的影響を受け，変化した代償植生である。多くぱ萌芽状をなし，常緑広葉樹林であ

るアラカシーコジィ群落，落葉広葉樹林として生育するクヌギーコナラ群集，タリーミズナラ群

集，常緑針葉樹林のコパノミツバツツジーアカマツ群集が含まれる。自然度IVの群落は放置，保

護することによって比較的容易に自然植生へ遷移，復元する植生であり，最も自然度の高い二次

林である。

　　分　　布

　アラカシーコジイ群落は肱川沿いの斜面ほか各地に小面積で点在している。クヌギーコナラ群

集は針ケ森周辺，三滝山ほか，各地の山腹斜面に広く帯状，団塊状に分布している。タリーミズナ

ラ群集は約700m以高の1！1腹，山頂にみられる。コバノミツバツツジーアカマツ群集（二次林）

は岩角地に点在している。

　　利用・保護

　環境保全林として機能させ，自然公園の主要な景観として保全する。群落は15～25年に一度の

伐採によって持続しているが，放置すれぽ自然林に準じた林分に復元する。

　自然度W一（2＞

　　植生区分

　植林，自然度IV（二次林）または鰹然度mの植生の上層に植栽樹種が優占生育している。

　　該当群集および群落

アカマツ植林

カラマツ植林

スギ・ヒノキ植林

モウソウチク・マダケ林

　人工林，植林は，植栽後の年数，人為的干渉の程度，樹種のちがいなどがさまざまである。た

とえぽ人為的干渉の程度は，下草刈りや落葉かぎ，下枝刈りなどの管理をうける10～15年生のも

のと，ほとんど管理不要なそれ以後のものとのように，大いに異なる。それらの諸要素によって，

人工林，植林の群落構造と種組成は異なる。したがって，必ずしも間一段階の霞然度にまとめる

ことは適当でなく，ある巾をもっていることに留意しな：けれぽならない。しかし，一般に，人工

林，植林は，下層に各自三度段階（二次林W，二次草原IIIが多い）の構成種，上層に植栽樹種が

生育するという群落構造と種組成をもっている。優占種が植栽されたものであっても，亜高木以
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下に生育する種はその立地が許容する植生の構成種であり，植栽樹の生育を助けると同時に，生

物的環境を形成する機能を果たしている。

　　分　　布

　肱川上流域で最も広面積を占めているのが各種の人工林・植林である。常緑針葉樹植林として，

土壌が薄く乾燥した尾根部にはアカマツ植林，斜面二二地にはスギ植林，山腹にはヒノキ植林が

各地に広く分布し，高海抜地の大野ケ原の一部にカラマツ植林がみられる。モウソウチク・マダ

ケ林は人家の周辺，山腹下部に点在している。

　　利用・保護

　環境保全林として機能させ，自然公園の景観の一部として保全する。植林の維持には15年生ま

では下枝刈り，下草刈りなどを要するが，それ以降はほとんど管理不要である。

　自然度II［

　　植生区分

　人為的影響が比較的頻繁に加わっている植生。低木二次林および多年生草本植物を中心とする

二次草原。農耕地（樹園地）。

　　該当する群集および群落

ススキ群落

クズーウツギ群落（マント群落）

ヨモギ群落

ベニバナボロギクーダンドボロギク群集

ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

ミゾソバ群集他

果樹園（クリ）

　自然度P1にまとめられる二次林・植林より，さらに頻度のたかい人為的干渉が行われると二次

草原を形成する。すなわち，2～5年に一度の刈り取りや火入れなどによって持続するススキ群

落，放竃されて数年経過するクズ群落（マント群落），耕作放棄後3～5年経過するヨモギ群落な

どの多年生草本植物を主体とする群落であり，伐採後1～2年目のベニバナボロギクーダンゼボ

ロギク群集，畑や水田放棄後1～2年目のヒメムカショモギーオオアレチノギク群落，ミゾソバ

群集他などの越年生草本を主体とする群落である。また数年に2～3回粗放的に耕作されるクリ

櫨素地も含まれる。

　　分　　布

　伐採跡地および刈り取り牧野として，ススキ草原は山腹の随所にみられるが，特に大野ケ原に

大面積で広がっている。ベニバナボロギクーダンドボロギク群集は数年でススキ草原に移行する。

山足部，谷底部にはクズーウツギ群落，江良付近の開放地および路傍周辺にはヨモギ群落が小面

積で分布する。耕作放棄地のヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落は山麓斜面に多く，ミゾ
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ソバ群集は谷底最奥部に多い。クリ園は山足部にしばしぽみられる。

　　利用・保護

　磨然度隈の地域においては，とくに二次草原において2～5年に一度の刈り取りや火入れに

よって持続している群落でもあるため，自然公園，人工公躍，施設の設置，宅地などに利用可能で

ある。さらに新しい環境保全林創造の場として利用される。景観と環境保全林創造の場との組み

合わせが望まれる。

　農耕地（果樹園他）では二次草原同様の粗放的管理下の植生がみられ自然度IIIに含まれる。し

たがって環境保全林創造の場としての利用以外に，景観保全域として現状維持し，景観を保護す

る。開放景観域として維持するためには，定期的刈りとりにより持続する。

　霞此度II

　　植生区分

　畑雑草群落，水田雑草群落，1年生あるいは越年生草本植物群落（市街地）。植被率60％以上の

住宅地。

　　該当群集および群落

カラスビシャクーニシキソウ群集（畑雑草群落）

ウリカワーコナキご零羊｛集（水田癖霞草君羊落）

　作物の栽培のために，耕作，除草，施肥などの頻繁な管理，手入れが行われている耕作地に生

育する植物群落，水田，畑の何れの耕作地でも，目的とする作物以外の植物除去がたえず行われ

ているために自然度が低く，1年生あるいは越年生草本植物しか生育しない。

　　分　　布

　大野ケ原，宇和町緩斜面，谷底平野，段丘面，宇和盆地，野村盆地，山足部，山足緩斜面。

　　利用・保護

　景観保全。自然との共存の具体的な好例として保護する。耕作を続け，周辺の林分を保護し，

調和を保つ。古い住宅地域の屋敷林として残存している集落地では，周辺を観賞用の草地に利用

し，林分内は立入りを禁止する。

　　自然度1

　市街地・造成地など植生がほとんど残存しない，あるいは表層土が移動されている地域。緑の

少ない住宅地，造成地がこれにあたる。新しい環境保全林形成地として，今までに残存または植

栽されている樹木，植生をできるだけ残し，復面する。


